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基盤A･B (展開) -3
研　究　目　的
①研究の背景(この研究を進めるうえでの技術開発の動向及び社会的背景等との関連等) ､ ②研究目的(科学研究費補助金の交付を希望す
る期間内に何をどこまで明らかにしようとするのか) , ③当該研究分野におけるこの研究(計画)の学術的な特色､独創的･先駆的な点に
ついて実用化との関連において焦点を絞り､具体的かつ明確に記入してください｡
また､広題盛で審査を希望する場合は､その理由を記入してください(該当する場合のみ) ｡
1.研究の背景
天然ゼオライトは吸放湿材としての機能において優れており,パネルとして成形したものが博物館の収蔵庫などに
貼り付けられ,調湿用建材として利用され始めている｡また,抗菌性,防カピ性にも優れていることが実験によって
検証されている｡更に脱臭作用があるといわれていることから,その特性についても現在分析しているところである｡
最近では,ゼオライトパネルの表面に酸化チタンを吹き付けることにより,ホルムアルデヒド等の室内空気汚染物質
を分解する作用があることも見出されている｡
ゼオライトは以上のような様々な性能を持つことから,収蔵庫のような閉鎖された環境だけではなく,その特性を
利用して,各種の建築用途に適用出来る可能性がある｡例えば,従来から臭気の問題が指摘されている高齢者施設で
は,脱臭作用を持つ壁面としての使用が期待され　また,近年,新築住宅においては,ホルムアルデヒド等の様々な
化学物質による室内空気汚染の問題が指摘されているが,ゼオライトパネルの適用は汚染質を分解する作用を持つこ
とから,その解決手法としても有効であると期待される｡しかしながら,実用化に結びつけるためには,用途に応じ
たパネルの厚さ,面積,設置方法などについて検討するとともに,実物の住宅や施設等に適用してその効果を実証的
に明らかにする必要がある｡また,脱臭機能並びにホルムアルデヒド等の室内空気汚染物質を分解する作用などにつ
いては,住宅等の内装材として用いた場合,室内環境に対してどれほどの効果があるのかについては未だ明らかにさ
れておらず,実用化までには検討すべきことが数多く残されている｡
2.研究目的
本研究は,ゼオライトパネルを居住空間へ適用した場合の調湿･脱臭･吸着効果について明らかにし,各種建築用
途に適用する際の設計資料を整備することを目的とする｡特に,ゼオライトパネルの脱臭作用,酸化チタンを吹き付
けた場合における室内空気汚染物質の分解･吸着作用については,実験室内実験,実大試験家屋を用いた実験など,
段階的に検証し,その効果を明らかにしていく｡
3.当該研究分野におけるこの研究の学術的な特色,独創的･先駆的な点
①大学,民間研究所が共同で研究し,実用化に向けた検討を行っている｡
②基礎的な検討,模型実験,数値実験,実物実験,実証試験など実用化に向けた一連の研究に基づいている｡
③ゼオライトパネルを調湿だけでなく,脱臭並びに室内空気汚染物質の除去等の効果を期待して検討している｡
天然ゼオライト鉱物
ゼオライトパネル
･執湿効果
･脱臭機能
･吸着作用
･抗菌･防カビ
今故の研究(蹟湿･脱臭･吸着件用に着日した利用法の開発〉
1
1
1
1
1
ヽ
実証試験により最適な適用方法を検討
-
適用方法に関する設計資料を整備
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基盤研究(A⑳研究機関名 東　　北　　大　　学 研究代表者氏名 吉　野　　博
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基盤A･8 (展開) -4
従来の研究経過･研究成果又は準備状況等
この研究課趨又はこれに密接に関連した研究課題で.研究代表者及び研究分担者が従来受けた研究費(科学研究費､他省庁･地方公共団体･
研究助成法人･民間企業等からの研究費を含む｡ )の名称,期間(年度).研究課題名､研究者氏名､研究経費を記入のうえ､それぞれの研
究経過･研究成果等について.具体的かつ明確に記入して下さい｡さらに､これらの研究成果等をふまえ.本研究の着想に至った経緯･
準備状況等について､焦点を絞り,具体的かつ明確に記入して下さい｡
1.当該研究課題で研究代表者及び研究分担者が従来受けた研究費
研究費の名称:地域資源等活用型起業化事業(宮城県)
期間(年度):平成7年度, 8年度
研究課題名:快適住環境づくりのための地場資源(ゼオライト)活用による調湿材の商品開発･市場開拓事業
研究者氏名(実施主体の名称) :ゼオライト建築利用研究会(佐藤徹雄(代表者),吉野　博,亀山　鉱,
寒河江昭夫,荒井良延ほか)
研究経費:平成7年度　補助金額　　8,000,000円
平成8年度　補助金額　10,000,000円
研究経過･研究成果等:宮城県で産出される良質の天然ゼオライトの様々な性能に着目し,各種の建築に適用するこ
とを目的として,まず住宅への適用を念頭において以下のような共同研究を実施し,いくつかの成果を得た｡
1)ゼオライトパネルの抗菌性,防カピ性の検証実験:有機窒素硫黄系化合物とイソチアゾリン系化合物による複合
抗菌剤を開発し,それをはっ水性樹脂と融合させ,ゼオライトに吹き付けることにより,調湿効果を維持したまま
抗菌性を持たせたパネルを製作した｡次に,そのパネルを用いて抗菌力試験を行った結果, 24時間以内で大腸菌,
緑のう菌,メチシリン耐性黄色ブドウ球菌(MRSA)のいずれの菌も完全に検出されなくなることが検証された｡
2) 3棟の模型家屋(各模型とも室容積1.73m3で東北大学工学部構内に設置されている)による調湿性能に関する
野外実験:壁面へのゼオライトパネルの貼り付け面積が異なる3棟の模型家屋を作成し,加湿による室内湿度上昇
の応答実験並びに模型内の温湿度環境の長期測定を行った結果,換気が無い場合のみならず,機械換気を行った場
合においても,パネルを設置していない家屋よりも,パネルを貼ってある家屋の方が,また,パネルの量が多い家
屋の方が調湿性能がすぐれていることを定量的に確認した｡
2.本研究の着想に至った経緯･準備状況等
上記に示した成果から,ゼオライトパネルは,住宅の壁面等の内装材として用いた場合には,吸放湿による室内の
湿度変動を緩和する効果を利用して,夏季においては温熱環境の改善,冬季には過乾燥及び結露の防止が期待される
が,実用化に結びつけるためには,用途に応じたパネルの厚さ,面積,設置方法などについて検討するとともに実物
の住宅に適用してその効果を実証的に明らかにする必要がある｡また,調湿を目的として利用するほかに,ゼオライ
トの脱臭機能に着目した利用法やゼオライトパネルの表面に酸化チタンを吹き付けることにより,ホルムアルデヒド
等の室内空気汚染物質を分解する作用があることも見出されているため,従来より臭気の問題が指摘されている高齢
者施設での適用や,近年,新築住宅において指摘されている化学物質による室内空気汚染の問題の解決手法としても
有効であると期待される｡しかし,脱臭機能やホルムアルデヒド等の室内空気汚染物質を分解する作用などについて
は,住宅等の内装材として用いた場合,室内環境に対してどれほどの効果があるのかについては未だ明らかにされて
おらず,実用化までには検討すべきことが数多く残されている｡
そこで,新たにゼオライトの各種性能及びその効果について検証するために,本研究を着想するに至った準備状況
等を以下に示す｡
1)ゼオライトパネルの脱臭性に関する分析:現在,被験者を用いた簡易的な喚覚実験により検証している｡
2)ゼオライトパネルに酸化チタンを吹き付けた場合における室内空気汚染物質の分解･吸着性能に関する性能試験
:酸化チタンのコーティング技術を開発し,除去性能に関しては現在検証している｡
3)新築住宅における室内空気汚染に関する実態調査:過去にハウスメーカー,新築住宅居住者を対象としたアンケ
ート調査による実態調査を行った｡また,現在,新築住宅10戸程度を対象とした室内ホルムアルデヒド濃度の
実測調査を行っている｡
4)高齢者施設における臭気環境の実態調査:過去に全国の高齢者施設を対象とした臭気環境に関するアンケート調
査による実態調査の実績がある(研究業績を参照) ｡
5)調湿性能に関する実験:壁面のゼオライトパネルの貼付面積が異なる3棟の模型家屋を用いた比較実験により,
その効果を検証した実績がある(研究業績を参照) ｡また,現在,美大試験家屋を用いた実験及び数値解析によ
りゼオライトパネルの施工面積と調湿効果の関係について検討を行っている｡
1-4
基盤A･8 (展開) -5
研究計画･方法
研究目的を達成するための研究計画･方法を1 1年度12年度以降に区分して. ①主要設備領有設備を含む)との閉息②研究代表者･研
究分担者の相互関係(役割分担･協力状況) (図式化する等)も含めて具体的に記入してください｡
また, ①基盤或いは全体の研究経費に比べその占める割合が高い設備備品丸消耗品費､謝金.旅井等を必要とする場合･ ②設備備品費が
各年度の申請研究経費の90%を超える場合(公募要巌目貫を参照)には､これらの費用に重点をおかなければならない理由を記入してくだ
さしl
平成11年度
1.ゼオライトパネルの脱臭･吸着性能の定量的把握
実験室内において,デシケ一夕-内に試材(ゼオライトパネル)を設置し,恒温恒湿器による温湿度制御を行いな
がら, ①室内空気汚染物質の分解･吸着性能, ②脱臭性能に関してその効果の検証を行い,次年度に行う美大試験家
屋を用いた実験の為の基礎的なデータの蓄積を行う｡
①デシケ一夕-内に酸化チタンを吹き付けたゼオライトパネルを設置した状態で,ホルムアルデヒドをはじめとする
室内空気汚染ガスを発生させ,その中の空気汚染物質濃度の変動から室内空気汚染物質の分解性能を明らかにし,
様々な温湿度条件の下で,どの程度発揮されるかについて検証する【吉野,亀山】｡
(喜XDと同様に,臭気の原因と思われる物質濃度の変動やにおい袋を用いたパネル実験により,ゼオライトパネルの脱
臭性能を実証し,更にその持続性並びに性能回復性に関するデータを蓄積する【吉野,光田,亀山】｡
上記の種の実験で,室内空気汚染物質や臭気の原因と思われる物質濃度を高精度で測定し,詳細な分析するためには,
ガスクロマトグラフは欠かせない装置であるため,平成11年度の設備備品費は他の科目に比べて高額となった｡
2.ゼオライトパネルの嗣湿性能に関する検証実測
東北･関東･中部地方を中心に建物の湿度環境･結露被害に関する実態調査を行い,その中から現実に湿度環境
に問題を持つ住宅や深刻な結露被害を生じている住宅に対して,これまでに行ってきた調湿性能に関する実験･数値
解析の結果に基づいてゼオライトパネルを改修施工し,改修前後の温熱･湿気環境を実測して,その効果を検証する
【吉野,松本(真),松本(港),寒河江】｡
平成12年度以降
3.汚染質の除去性能･脱臭性能に関する検討実験
試験家屋(15m2の室が2室,東西方向に廊下をはさんで連結されており,パッシブソーラーシステムの検証用に
建設されたもの)を用いて, ①室内空気汚染物質の除去性能, ②脱臭性能に関して検証し, 4.の各種建築物における
検証実測を行う際の設計データとして活用する｡
①1.によって得られた知見をもとに,試験家屋の壁面に酸化チタンを吹き付けたゼオライトパネルを貼り付けし,汚
染物質としてホルムアルデヒド等のガスを発生させた場合の室内空気質を測定する実験を行うことにより,汚染物
質の除去効果について検討する【吉野,松本(港),池田】｡
(獣王)と同様にして,ゼオライトパネルの脱臭性を実証し,更にその持続性並びに性能回復性に関するデータを蓄積す
る【吉野,松本(港),光田1｡
4.各種建築物へ適用した場合における汚染質の除去性能･脱臭性能に関する検証実測
①新築住宅においてゼオライトパネルを施工し,通常の新築住宅と比較して,その空気質環境の改善にどのような効
果が得られるのかを検証する【吉野,池田,寒河江】｡
②臭気の問題が指摘されている高齢者施設にゼオライトパネルを施工し,施工前後の温熱,空気環境等を実測して臭
気環境の改善にどの程度の効果があるのかを検証する【吉野,松本(真),池田,光田】｡
5.設計資料の整備
1.-4.の研究の結果,得られた成果を総合し,対象建物別,利用機能(目的)別にゼオライトパネルの最適設計
の資料として整理【吉野,池乱寒河江1し,設計の方法論を提示する【吉野,池田,寒河江,松本(港)】｡
基盤研究(A (砂研究機関名 東　　北　大　　学 研究代表者氏名 吉　野　　博
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基盤A･8 (展開) -6
研究成果の実用化への見通し及び実用化後の社会的貢献度
(笠窒品讐芸警諾㌫諾望砦嘉Tt是認禁諾孟謂慧e誓言野を含めて･研究成果が実用化された後･ )
1.実用化への見通し
①博物館の収蔵庫には調湿の目的で既に適用されて実績があり,他種の建築への適用が十分期待される｡本研究は,
苦言,宗,hv/i孟'gL,篭詔芳志志望芸霊誓芸警霊芝等警讐……芸誓芸志諾芸豪詣言語警雲量孟苦言…
とができる｡
②ゼオライトパネルの脱臭作用,室内空気汚染物質の分解作用が,居住空間において明らかとなれば,この性能の側
面から病院･福祉施設等の内装材として利用することも期待できる｡また,新築住宅における室内空気汚染の問題
解決やアレルギー性疾患を持つ居住者の住宅に適用できる｡
2.実用化後の社会的貢献度
①新築住宅における室内空気汚染物質の問題の新しい解決方法となる｡
②高齢者施設,病院において臭いの除去やクリーンな環境が維持できる｡
③新築住宅に限らず,一般住宅においても調湿効果による結露防止や台所,浴室等の悪臭防止,たばこ臭の削減など
が期待できる｡
④ゼオライトを産出する地域(東北地方に多い)の地場産業の育成に貢献する｡
研究組織を研究(1)で組轍する理由(悪霊il去言語言^8警<%k照分担者に研榊を配分する雛の) 
本研究を実施するにあたつては,基礎的検討を行ってきた東北大学の吉野,松本(真)の他に,ゼオライトの各種建築 
用途への適用ということで,実用化のために必要な実務経験や研究蓄積を持つ研究者を加え,下記のように組織した. 
①住宅等の温熱.空気環境に関する研究実績を持つ研究者【吉野,松本(真)】 
②既に博物館への適用について実績のある研究者【寒河江】 
③住宅等の室内空気質.臭気環境に関する研究実績を持つ研究者【池田,光田】 
④ゼオライトの各種の特性を把握するための専門の研究者【池田,亀山】 
⑤ゼオライトを各種の形態に加工する技術者【松本(港)】 
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研究業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　基盤A･8 (展開)一丁
最近5カ年同に学術紘等に発表した論文､著書､出席中(取得も含む)の工業所有権のうち,太計画に関連する竜専なものを選定し､研究
租税柵に記入された研究者ごとに.現在から順に発表､出島(取得)年次を過去にさかのぼって記入してください｡なお.この貢で記入で
きない場合は､裏面を使用することができます｡
研究代表者･
分担者氏名
(大学･学部･職名)
発表論文名･著書名･工業所有権名
(着き私.論文名.学協会徒名.巻(守) .虚初と最後のページ､発表年(西暦) .特許等FtI駿等番PJ･)
(以上の各項目が記載されてl刈£項目の順序を入れ替えても札著者名が多数にわたる場合,主な著者を数名記入し以下を
省略(省略する場合.その見放を記入)しても机　なお,研究代盛者及び研究分担者にはアンダーラインを付すこと)
吉　野　　博
(東北大学大学院.
工学研究科･教授)
松　本　真　一
(東北大学大学院･
工学研究科･助教授)
池　田　耕　一
(国立公衆衛生院･
建築衛生学部･部長)
亀　山　　紘
(石巻専修大学･
理工学部･教授)
光　田　　恵
(大同工業大学･
建設工学科･講師)
1)吉野　博,岸本知子,菊田　香:高齢者施設における臭気の実態に関する調査,臭気の研
究, vol.29　No.1, pp.1･12, 1998.
2)三田村輝章,吉野　博,松本真一,長谷川兼-,松本　浩:ゼオライト系調湿材の居住空
間への適用に関する模型実験一初年度1年間の温湿度性状の比較-,日本建築学会大会学
術講演梗概集,環境工学工, pp.345･346, 1998.
3)三田村輝章,吉野　博,松本真一,長谷川兼-,松本　浩:ゼオライト系調湿材の居住空
間への適用に関する模型実験一模型の概要と初年度の夏季における実験結果-,日本建築
学会大会学術講演梗概集,環境工学Ⅱ , pp.329･330, 1997.
4) H. Yos蜘T.KiBhimotoand K. Ikeda : Inve如igation of OdorinFacilities for Aged,
Proc. of lndoor Air '96, Vol.3, pp.355･360, 1996.
1)松本真一,吉野　博:多層壁の周期的熱湿気移動計算の精度に関する考察とゼオライト系
内装パネルを対象とした計算例,日本建築学会東北支部研究報告集,第60号, pp.75-80,
1997.
1) Ikedam., Kumagai, K, Yoshizawa, S. and Shizawa, K : The Effects 0fAlr Duct
Cleaning on TVOCand Fungi, Ptoc. for Healthy Building HAQ 97, Vol.1, pp.611･616,
1997.
2) Ikedam., Iwata, T., Kashiwa, T.andKimura, K : Field Measwement8 0n lndoorAlr
Quality, ViSual　and Thernal　Environment in Japanese HouSeS　with　Elderly
Occupants duringthe Stmer Season , Proceedings forthe　7th International
Conference on Indoor Air Qualityand Climate, IND00RAlR '96, Vol.1 pp.275-80,
1996.
3) Ikeda.臥, Shiotsu, M., Yoshizawa, S.and lida, T. : Onthe hng Temindoor Radon
Concentration Meastwementsinthe Basement of Japanese HoSPital8, PreprintS for
the Synposiun on Radon and Thoroninthe HunanEnvironnent, Dl5, 1995.
I)D. Uchiyana, M. Yabe, H. Kanevana, T. Sakanoto, Y. Rondo, and H. Yananaka :
Synthesisand reactions of 4-tributyStannyI･3･methyli80Xa2X)le, HETEROCYCLES,
Vol.43, pp.1301･1304, 1996.
2)H. Kanevana, D. Uchiyama,and A.Amano : Methanation of carbon dioxide by
hydrided panadiun, IONICS, No.242, pp.109･111, 1995.
3)亀山　鮭,島田了八,中込真二,渡辺　真,武山斌郎:魚腹骨処理場から発生する脂肪族
アミン類のガスクロマトグラフ法による分離定量並びにその官能試験及び半導体センサー
による悪臭評価,分析化学, 43巻, pp.1071･1076, 1994.
1)光田　恵,磯田意生,大泊政浩:生ごみ臭の発生特性と影響要因に関する研究(第1報　生
ごみの貯留状態の影響) ,空気調和･衛生工学会論文集, No.69, pp.19･27, 1998.
2)光田　恵:臭気の面からみた室内空気質の評価と制御方法,環境技術, vol.26 No.2,
pp.49-54, 1997.
3)光田　恵:臭気の発生とその対策,設備と管理,第30巻,第5号, pp.32-36, 1996.
4)光田　恵,磯田意生,久保博子,梁瀬度子:室内における生ごみ臭の許容レベルに関する
研究,早本建築学会計画系論文報告集･第475号･ pp･35-40･ 1995･
基盤研究(A⑳ 研究機関名 東　北　大　学 研究代表者氏名 吉　野　　博
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研究業績 基盤A･B (展開)二旦
研究代表者･
分担者氏名
(大学･学部･職名)
発表論文名･著書名･工業所有権名
(著書名､論文名､学協会誌名.巻(早).最初と最後のページ･発表年(西府) ､特許等出席等番号)
脚判ま脚放ても屯著者名やミ多数にわたる場合･主な著者を敦名記入し以下を
しても可｡なお,省略(省略する場合､その員数を記入)
寒河江　昭夫
(鹿島技術研究所･第
五研究部第2研究
室･専門部長)
松　本　　浩
(新東北化学工業
㈱ ･研究開発室長)
1)寒河江昭夫,荒井良延,権藤尚,松本　浩:ゼオライト系調湿パネルに関する研究開発(そ
の9)ゼオライトラボにおける環境性能,日本建築学会大会学術講演梗概集,環境工学Ⅱ,
pp.327･328, 1997･
2)寒河江昭夫:ゼオライトを用いた吸放湿パネルの性能と利用法について･第26回熱シンポジ
ウム｢湿気の応用的諸問題｣ ,日本建築学会環境工学委員会熱環境小委員会, pp･45･52･ 1996･
3)荒井良延,寒河江昭去,権藤　尚:美術館の温湿卑二軍気質環境計画に関する研究(そ
の3)室内温湿度計算モデルに関する実験的検討, -日本建築学会大会学術講演梗概
集,環境工学Ⅱ, pp.319･320, 1996･
4)権藤　尚,荒井良延,重囲狂風去:美術館の温湿度･空気質環境計画に関する研究(そ
の4)調湿建材･断熱仕様等が収蔵庫の温湿度環境に及ぼす影響,日本建築学会大
会学術講演梗概集,環境工学Ⅱ, pp.321･322, 1996.
5)権藤　尚,荒井良延,寒河江昭夫,和美広喜,丸山則義:美術館の温湿度･空気質
環境計画に関する研究(その1)コンクリートの湿気･アルカリの放出特性,日本建築学会大
会学術講演梗概集,環境工学Ⅱ, pp.301･302, 1995.
¢権藤　尚,荒井良延,寒河江昭夫他3名:美術館の温湿度･空気質環境計画に関す
る研究(その2)調湿建材を用いた収蔵空間の設計法に関する検討,日本建築学会
大会学術講演梗概集,環境工学Ⅱ, pp.303･304, 1995･
7)寒河江昭夫:高性能ゼオライトの合成と応用,辰巳　敬監修,シーエムシー･ pp･23･24･ 1995･
8)寒河江昭夫,荒井良延,松本　浩他3名:ゼオライト系調湿パネルに関する研究開発(その
8)ゼオライトラボにおける自然温湿度の形成,日本建築学会学術講演梗概集,環境工学Ⅱ,
pp.299･300, 1995.
9) Akio Sagae, Horoki Wami, Yoshinobu Arai, HiroShi Kasai, Tetsuo Sato and辿
Mat8umOtO : Study on a New Humidity Controuing MaterialUsing Zeolite for Building,
zeolite and Microporous CrystaS, Kodan･Sha, Ltd･ 1994･
1)三田村輝章,草野｣蔓,松本真一,長谷川兼-,松本　浩:ゼオライト系調湿パネルの居住
空間への適用に関する模型実験一模型の概要と冬季における実験結果-,空気･調和衛生工学
会学術講演会講演論文集Ⅲ, pp.909･912, 1997.
2)新東北化学工業株式会社(代表取締役:佐藤徹雄)他:防カピならびに結蕗防止機能を有す
るゼオライト成形体の製造方法,特許2016227, 1995.
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2000.8.2
ゼオライト系内装建材に関する研究計画
秋田県立大学　松本真一
1.実験
次章に示す,数値シミュレーションに用いる基礎データを得るために行う｡
(1)実験設備
①空調試験室: 2000年4月完成(三洋電器製)
内室-W5.4mXD3.6mXH2.4m(12帖相当), W2.7mXHl.8mの取り外し可能な壁面に
様々な外壁実大模型設置可能｡温度10-30℃,湿度30-80%の範囲や恒温恒湿に制御可能｡
外気室一内室を囲む部分｡温度制御-10-30℃,人工太陽装置を含む｡
②インキュベータ: 2000年7月納品(東洋計量器製)
250リッター｡温度制御範囲は,室温十5-60℃｡
③低温恒温器: 2000年7月納品(日立製)
225リッター｡温度制御範囲は, -10-50℃プログラマブル｡
④温湿度センサ: 1999年5月納品(神栄製)
※電子天秤,露点温度計などのセンサ類,低温恒湿器(兼湿度センサ校正器)の納品が遅延し
ている｡
(2)実験内容
①　ゼオライトパネルの湿気物性値同定に関する実験
･比重,比熱
･平衡含水率
･ステップ温度応答,加湿時応答
②　実大外壁モデルの内部温湿度に関する実験
定常状態の室内外温度温度差がある場合の性状,日射の影響の分析｡
2.数値シミュレーション
①壁内温湿度非定常計算プログラムの作成一進行中
ハイグロスコピック, BEM｡
②多数室温湿度性状計算プログラムの作成一進行中
レスポンスファクタ法による｡レスポンスファクタそのものは, BEM周波数応答から構
成｡
③住宅-の適用方法に関する数値シミュレーション
･最適貼付面積
･最適貼付位置(壁･天井)
･断熱･気密性能レベルとの関連
~＼_∫
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2001.8.28資料
秋田県立大･松本
ゼオライト系内装建榔こ関する研究計画(2)
(秋田県立大学における人工気象室研究計画)
秋田県立大学　松本真一
1.はしがき
基盤研究(追)(1) ｢調湿･脱臭･吸着作用を持つゼオライトの各種建築用途への適用方法に
関する研究｣の分担(実験･熟湿気環境の評価)については,新設大学ゆえの諸々の事情が
あって,数値シミュレーションの準備を進展させることに手一杯で,実験まで手が廻らな
い状況にあった｡
本年度初めに,ようやく実験機器が揃い,また本年度10月から3年次学生の研究室仮配
属が行われるため,研究期間の最終年皮になって恐縮であるが,ようやく実験を開始でき
る目処が立ったので,実験計画の概要を報告する｡
2.実験設備の概要
(1)空調試験室: 2000年4月完成(三洋電機カスタムメイド)図1参照｡
●　内室(空調試験室B) : W4.85mXD2.95mXH2.7m(9帖相当),取り外し可能な壁面
(W2.7mXHl.8m)に様々な外壁莫大模型を設置可能｡温度10-30℃,湿度30-80%の
範囲で恒温恒湿に制御可能｡
●　外気室(空調試験室A):内室を囲む部分｡温度制御-10-30℃,人工太陽灯装置を含む｡
図1秋田県立大学空調試験室の平面
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(2)恒温器
東洋製作所製CI･410 1台: 95し｡温度制御範囲+5-60℃ (±0.2℃)0
日立製CR･14C 1台:　　285L｡温度制御範囲-10-らo℃ (士0.2℃) ｡ 3ステップ
プログラム運転可能｡
(3)恒温恒湿器(2000年3月末納品)
タバイESPEC製PR･lE 1台: 120L｡温度制御範囲-20-loo℃ (±0.3℃)｡
湿度制御範囲20-98%RH (士2.5%)
(4)その他也000年3月末納品)
温湿度センサ(神栄製) 4台,露点温度計(大田計器製作所製) 1台,電子天秤(島津製作所
製) 4台など｡
3.実験
3に示す数値シミュレーションに用いる基礎データを得るために行う｡
(1)ゼオライトパネルの熟湿気物性値同定に関する実験(本年度中)
恒温恒湿器を使用｡
●　比重,比熱
●　平衡含水率
●　ステップ温度応答,加湿時応答
●　垂直置きと水平上向き,下向き(湿気伝達の相違)
(2)莫大外壁モデルの内部温湿度に関する実験(次年度以降の自主研究)
空調試験室を使用｡
●　擬似ステップ温湿度変化時(内外それぞれ) ･擬似走常時の場合の性状(壁体内部温
湿度)の把撞
●　日射入射時の挙動の分析
4.数億シミュレーション
(1)壁内温湿度非定常計算プログラムの作成一進行中｡ハイグロスコピック, DEMO
(2)多数室温湿度性状計算プログラムの作成一進行中｡レスポンスファクタ法による｡レス
ポンスファクタは, BEM周波数応答から構成｡
(3)住宅への適用方法に関する数億シミュレーション
●　最適月占付面積
●　最適貼付位置(壁･天井)
●　断熱･気密性能レベルとの関連
iJi
Hll年8月5日(於舌野槻
ゼオライトの臭気及び化学物寛除去特性に開する加東(秦)
東北文化学薗大学　野崎薄夫
1.本研究の背景と日的
化学物質による垂内空気汚免同唐が注目されており､その汚染防止対策の推立が急務とな
っている.
汚染防止対柴としては､ (1)ベイクアクト槻(2)空気清浄糠の任用等が､身近
なものとして期待されており､これらに供す'a研究が盛んに行われている｡
これ以外の対兼として､建材や日用品に対象汚染物質に対する改組を持たせて､童内濃
度を億轟財ヒしようとする軸が成され.一鉢商品化されている｡
そこで､本職において放ゼオライトに着日し､臭気を含めた化学物文除去轍を求め､
本物賓が畠内港虎の億靴にどの竜虎寄与できるかを析らかにするものである｡
2.実験概宰
(1)報片の作成
刀S及びIAS規格を参舟｡
(2)評価項目
00吸着特性: (単位表甜､休耕当たり) voc､ホルムアルデヒド､窒素鰍ヒ物､ HC
(臭気) ､アンモニア等
(り他の盛暑材との此故検針:借地臥棚晶)
(3)実最重美敦
(8)東欧幹停:東肥批挙国大学　人工気象畠脚室､屋内条件集散畠､
瓦血鵬止血叩血め
伽柵定方法､農具:.Ⅵ噸牲炭吸榔勤､ホルムアルデヒド細洗) ､窒素
駿化物(化学発光払) ､ HC (OC例D浜) ､アンモニナ(光音響法)
脚払:ある一定の換気豊の実牧童内に､対象とするガスを注入･拡散し､その強度
の推移をとらえることにより､吸着仲仕を得るものとする｡
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2∝伯.4.28
大同工業大学　光田　恵
高齢者施設におけるゼオライトパネルの施工について
<対象>
特別養護老人ホーム:部屋数4 0余室(内24室1人部屋)
<施設側からの質問事項>
Li)材料について
(1)有害物質は出ませんか?成分は開示してもらえますか?
(2)難燃性はどの程度ですか? (火災対策)データはありますか?法律はクリヤーしていますか?
2.メンテナンスについて
(1)経年変化はどうですか?データはありますか?
(2)交換はどの程度の頻度で行うのですか?
3.サンプリングについて
( 1)頻度はどの程度を想定されていますか?
(2) 1回のサンプリングにかかる時間はどの程度ですか?
(3)測定データ､解析結果などは開示してもらえますか?
4.費用負担について
(1)材料費は無償でやってもらえますか? (初回､交換時､ - ･)
(2)施工工事上特に難しいことはありませんか?
5.その他
(1) 1つの部屋で2種類のボード(通常ボード､ゼオライト製ボード)を設置し比較するのです
か?それとも1つの部屋では同じボードとし､それをn室(n-?)づつ設置し､比較する
のですか?
( 2 )同様な施設での実施例を教えて下さい｡
(3)今回の施設での測定結果は､どのような場所(学会発表､投稿)で公開される予定ですか?
-iiiI
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高齢者施設の居室内の臭気測定計画
大同工業大学　光田恵
1.　研究目的
高齢者施設内の居室において臭気の測定を実施したところ､おむつ交換時などに瞬時に拡散する
臭気と､壁面やカーテンなど-染み付く臭気が問題であることが明らかとなった｡本研究では､調
湿性に優れ､脱臭効果も期待できるゼオライトパネルに､抗菌に働≠臭気成分を分解する性能を
持つ光触媒をコーティングしたものを用いて､居室の天井に施工し､その脱臭効果の検討を行う｡
2.調査対象
(1)ゼオライトパネル施工あり
4人部屋4室､ 1人部屋4室
(2)ゼオライトパネル施工なし
4人部屋4室､ 1人部屋4室
3,調査時期
(1) 2001年3月～4月　㈱
(2) 2(氾1年6月～7月(入所後3ケ月､梅雨時期)
(3) 2001年9月(入所後6ケ月､夏期)
(4) 2001年12月(入所後8ケ月､冬期)
(5) 2002年3-4月(入所後1年)
(6) 2002年7月～8月
(7) 2002年11月～12月
(8) 2(氾3年3月(入所後2年)
4.　測定項目
(1)温度､湿度
(2)二酸化炭素濃度
(3)ニオイセンサー一億
(4)臭気濃度
(5)臭気感覚評価(強度､不快度､容評性､臭気質など)
(6)臭気成分濃度(アンモニア､月凱方酸など｡)
(7)ホルムアルデヒド濃度(新築のため測定予定)
(8) VOC (新築のため測定予定)
(9)調査員アンケート調査
(10)施設職員の方を対象としたアンケート調査
ト14
設置場所 ??
性別 ?｢顋r?N齢 亳?
日時 碇??ﾘ鳬Zｨﾚ?喫煙状況 亳?ﾈ?餔??ﾈ??
今日のこの部屋のにおいについておたずねします｡
Q､ 1この部屋で感じるにおいの強さと不快度はどうですか｡それぞれ当てはまる番
号に○印をお付けください｡
(強さ)
0､　何もにおいがしない
1､　何のにおいか分からないが､かすかににおいがする
2､　何のにおいかが辛うじて分かる　(若干におう)
3､　何のにおいかはっきり分かる
4､　鼻につくくらい強いにおいがする
5､　その場に居たくないくらい強烈なにおいがする
0､　不快でない
1､　若干不快
2､　比較的不快
S､　不快
4､　非常に不快
5､　極端に不快
Q､ 2　Q､ 1で感じるにおいについて､考えられる臭気渡は何ですか｡当てはまる
番号すべてに○印をお付けください｡その他については( )内にご記入
ください｡
1､排壮物 ?I???､薬品 笛H5??"?､生ごみ ?
6､食品 奴I¥y??､ホコリ 答H+ｸ,ﾉ?? 鋳?
Q､ 3　この部屋で普及感じるにおいと比較して､今日のにおいはどうですか｡当ては
まる番号に○印をお付けください｡
1､弱い　　2､変わらない　3､強い
Q､ 4　脱臭機を設置後の効果をお聞かせください｡
1､全く変化なし2､あまり変化なし3､少しよくなった4､非常によくなった 
Q､ 5　この他にお気づきの点がありましたらご記入ください｡
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実像日　　月　　日　　曜日　　回目
表示表一覧
態度尺度 ?? ?r? ?ﾂ??
ち 亂ｩ?,???"?? ? ?
4 偬H*(,??"?? ? ?
3 偖x,刎i&ﾘ,X*ｸ.???"?? ? ?
2 ?ﾘ,ﾈ,??(,X*???ﾘ*?亅8*(,??"?? ? ?
1 ?(,(,h?&ﾘ,X*ｸ.???"?? ? ?
0 冖8??? ? ?
容色性尺度Bbcdef 
]1I.受け入れられないlLllll】 
lOf受け入れられるltlllTl 
当てはまる審丘の右の桶に
0印をつけて下さい
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性尺度. 
少 し ち 千 一 つ で な い ?"??か な り ?｢?b??罪 常 に 
1.すっぱい ? ? ?
2.からい ? ? ?
3.にがい ? ? ?
4.あまい ? ? ?
6.冷たい ? ? ?
6.正いた ? ? ?
7.鈍い ? ? ?
8.新生な ? ? ?
9.重い ? ? 白?
10.鋭い ? ? ???
ll.生臭い ? ? ?
12.蓋し基い ? ? ?
13.重き泰Iすような ? ? ?
14.窒息しそうな ? ? ?
15.しつこい ? ? ?
_._16†悪臭.. ? ? ?
17.雄志 ? ? ?
18.さっぱりした ? ? ?
19.等い ? ? ?
20.置軌的な ? ? ?
21.不快な ? ? ?
2ユ.'JR,lぎい ? ? ?
}3.し及くさい ? ? ?
†L力ビくさい ? ? ?
･焦げくさい ? ? ?
えb.奄品くさい ? ? ?
7.けむもい ? ?, ?
篭,九つtJ,性4い ? 白??
守.;忠.?ぼい ? ??
⑳
　
◎
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
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室内空気環境のアンケート調査の企画
keyTmOtd:アンケート調査, Dampbuildings,室内湿度,シックハウス
1.背景と日的
建物における湿気~dampme88"は,建物の構造面での問題と居住者の健康面での問題の
両者を引き起こす危険要因となることはよく知られており, "Damp buildings I-という言
葉が使われることがある｡例えば,建物の躯体内に蓄積する湿気は建物の耐久性を損ね,
更にエネルギー消費量にも影響を及ぼし,一方,室内空気中の湿気は人体に影響を及ぼす｡
共同研究ワーキンググループ〝NORDDAMP"は, ~Danp hildings''と健康性に関す
る文献調査を行い,アレルギー,呼吸器系の病気,感染症,●シックビルシンドローム(SBS)
といった健康間違の主要な危険要因が,建物の湿気"datnpne辞-'であることを証明してい
る｡しかしながら,最近の研究では, ~dampness"が上記のような数多くの健康影響と疎
い陶係があることは示されているが,建物における~datnpness"の明確な概念はなく,主
に換気方法の改善や湿害の根絶といった技術的な手法により, ･健康影響の拡大を防止する
ことはできるが,それにより,どのような危険要因を除去したのかについては明らかにさ
れていない｡そのため,今後の研究では,建物における"damptLe88"と健康影響の関連性
のみならず,湿気-発生源-放散一暴露一服用-健康影響といった一連の中で,その全体
及び個々の関連性についても調査することを目的としなければならない｡既に,スウェー
デンでは,住宅やデイケアセンターを対象に"Damp btlildingS"と健康性に関する調査が
始めれている｡
そこで,本調査では,日本における"Damp buildings''と健康性に関する実態を把握す
ることを日的とし,その第一段階として,東北地方における戸建て住宅を対象とした室内
空気環境と居住者の健康性に関するアンケート調査を行う予定である｡
2.調査方法
今回の調査は, "住まいと環境東北フォー
ラム●'が2000年2-3月に実施する｢東北地
域の戸建て住宅における暖房システムに関す
るアンケート｣ (1次調査とする)の追加調査
(本調査-2次調査とする)として行う｡
1次調査では,東北6県と札幌を含めた16
都市の各都市に約70件程度ず?調査用紙を配
布し,建物概要,暖房方法,室内温度,結露.
給湯･換気設備,住まい方に関する調査を行う｡
図1:調査方法
1次調査において,シックハウスや室内空
気汚射二関心があり,追加調査に協力できると回答したサンプル,また,重内湿度の問題
を抱えているとされるサンプルを2次調査対象物件として,アンケート用紙を再配布する｡
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3.調査内容の概要
▼ 1次調査項目
･建物の概要(建設時期,延床面積,構造,鹿工業%,断熱軌窓枠材料etc.)
･暖房設備と暖房時の室内環境(熱源,暖房時期,暖房方式,室内温度etc･)･
･結露の有無(発生場所,被害,対策etc.)
･給湯設備(熱源,方式etc.)
･換気設備ほか(方式,運転状況etc_)
･住まい方(洗濯物の干場所,湿度調整手法,服装)
･追加調査への協力の可/不可
･液晶温度計による室内温度の読み取り
･光熱費の調査
▼ 2次調査項目(秦)
･周辺の様子(地域,近隣施設)
･床,壁の内装仕上I糊,下地軌接着剤(量医去)
･居間,喪主の家具の材質と圭
･放棄植物の有無,給水,水槽(熱帯魚など)の有無
･室内空気の汚れ(有無,感じる時,程度,対策とその効果)
･室内の臭い(有無,感じる時,程度,対衰とその効果)
･室内空気の乾燥感(有無,感じる時,程度,対策とその効果)
･居住者の健康性(既往症,引っ越し後の症状)
･室内空気質の許容鼠　シックハウス症候群の兆候を調べるための項目(Ⅵsual･Anabg
Scale)
4.今後のスケジュール
3月1次調査アンケート集計, 2次調査実施サンプルの決定
3月中旬-4月　2次調査アンケート配布
2次調査終了後,居住者の健康性や室内空気環境,湿度環境等に掛二間意を抱えていると
思われる住宅を対象として,室内の温湿度,空気質の実測を行うことも予定している｡
【参考文献l
Geo Clausen, Carsten Rode, Carl･GllStaf Bomehag, JanSundell : Dampness in Buildings
and Health･ Interdiscipknary Research atthe International Centre for Indoor Environment
and Energy
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住宅の温湿度･空気環境に関する実態調査
一調査の羊膜と冬期におけるアンケート調査の計画案-
1.調査の目的
･調湿建材を用いる対象を高気密住宅と想定し,高断熱高気密住宅(戸建て住宅)及び集
合住宅における室内湿度の開港(乾焼感,結露),また,空気環境の問題(化学物質汚染,
臭気)の実態について把撞する｡
･室内環境に問題を抱えている住宅において,室内環境･住まい方･建物性能･気候条件
などを把握することにより,その原因と対策方法について検討する｡
2.調査の方法
2.1調査の手頼
･図1に調査の手順を示す｡
･アンケート調査,実測調査ともに2段階で行う｡
▼アンケート調査による実態把握
⑳第1次アンケート調査にて,室内湿度の間違(乾
燥感,結露)及び空気環境の開港(化学物質汚染,
臭気)を抱えている住宅,又は,これらに対し何
らかの対策を行っている住宅を抽出する｡
②第1次調査で抽出した住宅を対象に,住まい方(暖
房,換気,炊事など)や建物への被害,居住者の
健康影響について把振するためのアンケート調査
を行う(第2次アンケート調査)｡
1.集1次アンケート弔査により,室内環 
境に問鼻のある住宅を抽出する. 
｣L ?
2.第2次アンケート調査により,住まい 
方など詳細について質問する. 
3.第2次アンケート萌査と同時に温湿 
皮.空気質の渦走を行う. 
(現状の環境弛瞳) 
4.3の実朝後,ゼオライtパネルを設置 
し,同じ条件で英渦訴壷を行う. 
(改臓の枇杷虫) 
図1:調査の手順
▼実測調査による実態把握
①第1次アンケート調査にて抽出された住宅を対象に,第2次アンケート調査と平行して
小型サーモレコーダー(おんどとりetc.)を用いた室内温湿度の測定を行う｡
(第1次実測調査:現状の環境把握)
⇒空気質の測定方法は検討が必要である｡
⇒3月～4月にかけてアンケートとは分離して行うことはできないか?
②第1次調査を行った住宅にてゼオライトパネルを設置し,第1次調査との比較から適用
効果を把握する｡ (第2次実測調査:改修後の環境把握)
⇒実際にどのような手順で行うかの検討が必要である｡ (改修の可･不可?)
⇒次年度の冬期までに改修し,その後実測という手版は?
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2.2　調査の対象
戸建て住宅と集合住宅の2系統に分けて行う｡
①戸建て住宅
･最近5年以内に建設された高断熱高気密住宅
⇒ ｢最近5年以内に建設された｣とした理由は,高性能な住宅を選出するためである｡
･東北6県(青森,秋田,若手,山形,宮城,福島)
⇒配布先のルートとして,東北フォーラムに参加している工務店経由で出来ないか?
⇒関東,中部地方についても配布できないか? (池田先生,光田先生)
(参集合住宅
･最近5年以内に建設された集合住宅(マンションetc.)
･東北6県(青森,秋臥岩手,山形,宮城,福島)
⇒配布先のルートとして,マンション業界に委託できないか7
2.3　調査の期間
･第1次アンケート調査: 1999年12月下旬～2000年1月中旬
=〉年末･年始は避けた方が良いか?
･第2次アンケート調査:2000年1月下旬-2月中旬
2.4　アンケート調査の項目案
▼第1次アンケート調査
･第1次アンケート調査は,徒復はがきで行える程度の質問とする｡
【室内湿度の間違】
･乾燥感の有無(選択式)
･結露の有無(選択式)
･それを問鳥と感じているか否か? (選択式)
･それに対して何か対策をしているか? (選択式･記入式)
【空気環境の問題】
･空気の汚れ･臭いを感じているか否か(選択式)
･それを問題と感じているか否か(選択式)
･それに対して何か対策をしているか? (選択式･記入式)
【第2次調査について】
･アンケート,実測調査への協力の可･不可(選択式)
▼第2次アンケート調査
【住宅の属性】
･建設時期
･居住年数
･周辺地域の様子
√J 1-21
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･延床面積
･階数(集合住宅の場合は何回部分)
･構造
･施工業者
･断熱材の有無と使用場所,厚み
･居問,喪主の窓枠の材料
･居問,喪重の窓ガラスの種類
･カーテンの有無と開閉
【暖房設備･器具.暖房期間】
･暖房設備の種類(暖房設備とは住宅に備え付けられたものを指す)
･暖房券具の種類(暖房券具とは居住者が持ち込んだものを指す)
･暖房の使用期問
･暖房の運転時刻
･暖房する場所
【換気設備】
･換気設備の方式
･熱交換器の有無
･換気設備の運転状況
･台所,搭圭,便所の専用換気扇の有無
【台所の給湯設備】
･設備の種類と熱源
(堂内の周壁内装と家具類】 (居間･客室を対象)
･天井,床,壁の内装仕上l柑
･カーペットの有無
･家具の種類(材料も含む)と配置,量
･観葉植物の配置と種類,水槽の有無
【住まい方】 (居間･客室を対象)
･暖房の設定温度
･洗雇の回数と洗帝物の量や干し場所
･窓,間仕切りの開閉
【居住者の健康】
･現在の住宅へ引っ越してから何か変化があったか?
･既往症
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★畳蓮盈星匿,空気の汚れ･臭いは,一週間程度の期間中で日毎に朝･畳･夜の状況に
ついて記入してもらう｡
【室内の湿度と結膏】　　　　　　　　′
･重畳塵(非常に湿っている⇔非常に乾燥している)
･碍露の有無(発生場所,量と状況)
･カどの有無(発生場所,状況)
･建物への影響(床のきしみ,壁歓の剥がれ,木製品のひび割れ,腐りetc･)
･対策をしているか(加湿,除湿etc.)
【堂内の空気環境】
･空気の汚れを感じるか(どんな感じか,その強度)
･基巴を感じるか(どんな臭いか,その強度)
･対策をしているか(空気清浄機,換気etcl)
【今後の調査への協力】
･ゼオライrパネルの紹介と適用する意志があるか?
･ゼオライtパネルの連用が可能か?
例,湿度感に関するアンケート
ご主人 偃YWx,ﾉ_ｲ?
居間 ??磯?1234567 ?#3CScr?日中 #3CScr?234567 
同乗時 ?#3CScr?234567 
寝室 ?ｩ?ｩ(b?234567 ?#3CScr?
4　　5　　6　　7
非常に湿っている 非常に乾操している
3.検討事項
①アンケートの配布数と配布先
･戸建て住宅については,東北フォーラムで今冬行うアンケートに含ませて行うか?
･集合住宅への配布先の手配をどうするか?
②実測調査の方法
･空気質の測定の時期と方法をどうするか?
･第2次実測調査をどのようにして行うか?
4.今後のスケジュール
11月中一アンケート調査用歓の作成
12月-アンケート配布先の決定と手配
1_23　了
2.調湿建材に関する資料
2.1ゼオライト呼吸性建材の歩み
2.2　ゼオットの主な施工物件
2.3　ブレースボードの主な施工物件(収蔵関係)
2.4　調湿建材の建築内用途と効能
2.5　天然ゼオライト系呼吸性建材(雑誌記事)
2.6　機能性ゼオライトの合成と応用
2.7　天然ゼオライト系呼吸性建材(パンフレット)
2.8　ZMPC2000 (ゼオライト学会紹介)
2.9　住宅部品PLセンターへの相談傾向
2.10 JIS調湿建材の吸放湿性試験方法　第一部:湿度応答法
2.ll JIS調湿建材の吸放湿性試験方法　第二部:密閉箱法
2.12　ゼオライトパネルの吸放湿メカニズムについて
2.13　新たな建築空間へのゼオライト利用
2. 14　Full Scale Testing of hdoor Humidity and Moisture Buffering in Building Materials
3.室内空気質に関する研究資料
3.1酸化チタン光触媒反応によるガス状汚染物質の除去
3.2　酸化チタン光触媒を用いたホルムアルデヒド分解紙の開発
3.3　ハニカム担持酸化チタン光触媒による室内有機ガス状汚染物質の除去
一正イオン添加による触媒活性の向上-
3.4　酸化チタン光触媒反応のホルムアルデヒド､ VOCに対する除去特性
3.5　光触媒で99%分解(新聞記事)
3.6　有機物質の吸着分解能を有する建築材料
3.7　ゼオライト担持チタニア触媒によるホルムアルデヒドの光触媒分解
3.8　吸着･分解型光触媒によるホルムアルデヒドの分解
3.9　分解活性の高い光触媒の探索
3.10　色素増感剤を用いた可視光化の検討
3.11新しい水溶性チタン化合物を用いた酸化チタンの調製とその光触媒特性
3.12　天然ゼオライトを利用した吸着･分解型光触媒
3.13　ゼオライトと光触媒を組み合わせた室内環境汚染物質の分解技柿
3.14　光触媒により生成する活性酸素の測定と生体影響評価に関する検討
3.15　新築住宅の室内化学物質汚染低減化対策について
3.16　室内化学物質汚染の低減化対策に関する研究
3.17　建材部位別のベイクアウト効果について
3.18　住宅の空気環境省エネ計画技術｢キャナリープラン｣
3.19　軽やかな健康空間を目指して
3.20　Perceived Air Quality, Sick Building Syndrome(SBS) Symptoms andProductivity
in an Office with Two Different Pollution Loads
3.21川村邸における室内空気質の測定
3.22　東北3県における室内空気質の測定結果
4.高齢者施設内の臭気に関する研究調査
4.1高齢者施設内における臭気の実態に関する研究
第1報　施設職員からみた臭気の実態
4.2　高齢者施設内における臭気の実態に関する研究
第2報　様々な立場からみた臭気の実態
4.3　高齢者施設内における臭気の実態に関する研究
第3報　施設内の臭気の測定
4.4　高齢者施設内における臭気の実態に関する研究(第12回臭気学会)
第1報　施設職員からみた臭気の実態
4.5　室内の低濃度臭気の測定法
4.6　高齢者施設内における空気環境に関する研究
-空気清浄機における臭気の除去効果を中心として-
4.7　職員における高齢者施設内の環境評価～臭気評価を中心として～
4.8　高齢者施設内における臭気の実態に関する調査
4.9　2000年度　高齢者施設内の臭気測定と対策に関する研究
4.10　高齢者施設内の臭気に対する空気清浄機の脱臭効果に関する研究
4.11高齢者施設内の実測結果(入所前)
4.12　高齢者施設内における臭気の制御方法に関する研究　第1報
4.13　高齢者施設内の臭気の制御方法に関する研究　第2報
4.14　高齢者施設の個室におけるゼオライトパネルの脱臭効果
入居6ケ月間の調査結果について
4.15　高齢者施設における低濃度臭気の測定法に関する研究
4.16　高齢者施設の居室における空気質測定法に関する研究
第1報　連続測定が可能なセンサによる実測例
5.室内湿度･空気質に関する研究調査
5.1ゼオライト系調湿パネルを採用している戸建住宅の室内環境に関する長期実測
5.2　快適生活空間創出におけるゼオライト建材の役割
(ゼオライトラボにおける試みを中心にして)
5.3　コンクリート構造体の乾燥特性と室内環境
5.4　Dampness in Building and Health･ hterdisciplinary Research at the htemationalCentre
for Indoor Environment and Energy
5.5　秋田の高断熱高気密住宅における空気質と温湿度に関する実測調査
5.6　室内湿度･空気質と居住者の健康に関する調査
5.7　室内湿度･空気質と居住者の健康性に関する冬期調査
5.8　ASHRAE IAQ 2001 conference
5.9　Dampness in Buildingsand Health
5.10建物の湿気と健康
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建物の湿気と健康
一建物の…湿気"への曝露と健康影響との関連における
科学的根拠に関する北欧の学際的論評-
1.はじめに
湿気に関する問題を抱えた建物で生活することによって･噛息や呼吸器系の病気･過敏症･
ァレルギ-の悪化に対する危険因子となるということがいくつかの研究で報告されている｡
昨年実施した夏期アンケート調査においても･図1に示すように呼吸器系の病気やアレル
ギーの症状がある居住者が見られ､この中でも湿気が原因となっている住宅が含まれてい
る可能性が考えられる｡しかし､ …湿気"という言葉は概念が唾味で･定義が定まっておら
ず､関連が説明されうるような化学的または生物学的な要因が同定される必要がある｡そ
こで､北欧の研究者らは以下の問題を評価することを目的として文献調査を行っている｡
-どの健康影響が湿気に関する間題を抱えた建物と関連があるのか｡一
I"湿気"と健康の関連がバイアスによるものなのか｡一
一"湿気''のどの要因が健康に関連があるのか｡一
一湿気に関する問題を抱えた建物の健康と関連する定義は存在するのか｡一
今回の打ち合わせ会議では､この文献を用いて､湿気と健康に関する研究の現状について
紹介する｡
噂息　鼻炎　花粉症じんましんアトピー　咳　アレルギー
図1居住者のアレルギー症状
5-110
?
????
?
?
?
ゼオライト科研打ち合わせ会議資料
2.文献の板略
2.1資料と調査方法
文献調査はMEDLINEという論説において,評論､事例研究,ダニに関する研究を除い
た113の研究を対象とし､筆者らは､これらすべてについて議論し､以下のバイアスについ
て評価している｡
一曝轟と健康影響臥例えば曝轟時間を考慮して適切な方法で計画しているか｡ -
⊥調査対象者の選択は申し分のないものか｡一
一統計的分析は十分に交銘の要素の制御と効果の修正を含んだものであるか｡ -
この上で.更に､情報が不足していたり結論付けられていない52の研究を除外し､最終
的には61の研究を基に論評している｡
2.2　研究の4つの分類
対象とした研究は,健康影響や曝轟に対するデータのタイプによって4つのカテゴリー
に分けられる｡ (表1)健康影響に対する相対的なリスクは､オッズ比(oR)または性別,
喫煙,年齢などによって調整されたオッズ比(AOR)で表現されている｡
2.2.1自己申告の…湿気"と自己申告の健康に関する研究
このグループにはのぺ51の研究が含まれ､ほとんどが断面研究またはケースコントロー
ル研究である｡また､更に､幼児(0-6歳)､小児(6から10歳)と大人に分けられる｡
以下にいくつかの研究を取り上げて詳細について述べる｡
Pirhonen etal.の研究
フィンランド･クオピオの住民(大人) 1460人が､呼吸器系の病気､症状､家の状態に
関するアンケートに回答した｡このアンケートでは､ほかにも症状の過大評価を訂正する
趣旨で腰痛や頻発性の胃痛といった"一般的な病気に関する質問"を設けている｡ …湿気"
を水蒸気によるしみ､または目に見えるカビと定義すると､その症状は23.9%で見られて
いた｡健康影響では鼻炎､アトピー.アレルギー性鼻炎,疾､発熱や悪寒､喚覚の減損､
声かれ疲労,集中のしにくさについて聞いており. AORが1.5から22のレンジで…湿気"
との顕著な関連が示された｡更に.先に述べた一般的な病気をもつ対象者(全体の約3分
の2)を除いた場合でもなお､眼の刺激(AORl.69)､疲労感(AOR2.06)については顕著な
関連が見られた｡
Dales etal.の研究
1988年にカナダの30の地域で. 13,495人の児童を対象としたアンケートによる調査が行
われた｡ …湿気"は､前年のカどの発生､湿った場所の存在､地下の水漏れとして定義する
と､ 38%の住宅で見られた｡この"湿気"に対して多くの呼吸器系の病気や､噂喝､噛
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表1研究のカテゴリーと関連の度合い
+　　　　　　cc, 3∽0, A
+　　　　x CS, 358. A/Ch
十　　　　　　cc, 77/77, Ch
▲　　　　　　cc, 251/251, Ch
+　　　　　　CS, 1169, Ch
x CS, 762, Ch
x (ns)　　　　cc, 259/257, Ch
†　　　　　　cc, 41/47, A
十　　　　　　　cc, 30/30, A
+　　　　　　　CS, 762, Ch
x CS, 778, Ch
†　　　x CC, 41/47, A
▲　　　　　　　CS, 403. A
十　　　　　　cc, 25/19, Ch
x CC, 30/30. A
+　　　　　　　CS, 264. A
x CC, 46r20/26, Ch
+　　　　　　　CS. 1169, Ch
+　　　　　　　CS, 762, Ch
+　　　　　　cc,. 1 1/23/29/25, Ch
+　　　　x CC, 31/29, Ch
+　　　　　　CS, 56,Ch
▲　　　　　　cc, 61/57/57, Ch H
網査員による　　　Hyndmatl et 81., 1990
枚頼された湿気　Mやetal･･1987
Mohaned et a1., 1995
NaEstad ct 81., 1998
Plaft et d.. 1989
SJnedje et a1., 1997
VerhocfE ct Al., 1995
湿度測定　　　　Bjolnsson et 81., 1995
HyndJnan et a1.. 1990
SJnCd3e et al., 1997
StraChn aztd SaJldeIS 1989
湿気が引き起こしたBjomsson et A., 1995
現象の測定　　　　Dales et A1., 1997
HuaJIg and XlmbIOugh, 1997
HyAdmaJ) et a1., 1990
Lict d.,1997b
･　Lieta1..1997d
Phtt et alり1989
Smcdje etal･, 1997
Slrachn et al., 1990
VelOefE ctal., 1994
WaegcmaCkelS etal., 1989
Wickman et a1., 1992
1)CS-_断面研究. cc三ケースーコントロール研究,桝査対象者&, A:大人. Ch:子供
2) X己湿気と健凍影響に明らかに関連あり/‡扱者な関連あり(Pく0･05), (ns)-顕著な関連なし
診療による虚
あり　関連なし研究の形
自己申告による　　Brunckrccf ct A., 1989　　　X (ns)
湿気　　　　　　BrtLnCheef, 1992a A (Ju)
Cuijpers et 81., 1995　　　X (J)S)
Di5kst18 et 81., 1990
Hyndman Ct all, 1990　　　X (ns)
IverseA and DahI, 1990　　　+
lverseA aJld DahJ, 1995
Libdfors et al., 1995　　　　　+
Nafstad et a1., 1998　　　　　+
Norb&ck et a1., 1995
Norrn弧et a1., 1994　　　　　+
A CS, 3655, Ch
I CS, 3460, Ch
I CS, 470, Ch
x CS, 634, Ch
CC, 30/30, A
326 asthmatic patieJltS
x　　677 asthmatic patients
CC, 193/318, Cll
CC, 251r251, Ch
x CC, 41/47, A
CS, 1112, Ch
RoJlmarkcta1., 1998　　　　　　　　x CS, 3431,A
verbeEEet a1., 1995　　　　+　　　x CC, 259/257, Ch
wllliaJtLSOn et 81., 1997　　　十　　　　　　cc, 102/196, A/Ch
1)CS-一断面研究. cc=ケースーコントロール研究一明査対象者#･ Aご大^･ Chヰ供
2) 冗 ;湿気と健康形軌こ明らかに関連あり, ●頑等な関連あり(Pく0･05)･ (nS)頑等な関連なし
???????????????
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息,胸の病気､眼の刺激,その他呼吸器以外の病気を含む症状が関連していることが分か
っており, AORは気管支炎の1.32から咳の1.89にわたっている｡最も強い関連を示したの
は咳と湿った場所の数で､ AORは2.26である｡
Bruneheefの研究
1987年､オランダの5つの町の10の学校から985人の児童(6-12歳)を対象として､
アンケートにより…湿気"と呼吸器系の症状について評価した｡湿気によるしみは14.8%､
住宅内の表面における目に見えるカどの成長は9.1%の住宅でみられた｡また､ 1989年には
ひとつの町から2,475人の児童(6-9歳)が同じアンケートに回答している｡健康面の症
状は前回と近い傾向を示しているが､湿気によるしみとカどの発生については割合が高く
なっている(各々23.6､ 15.0%)｡呼吸器系の症状との関連については, 1987年では咳とし
みにおいてAORl.97､咳とカどの発生においてAOR3.06､ 1989年では各々1.57と2.05であ
った｡更に､ 1989年の研究では噛喝,鳴息とカどの発生の間にも強い関連が見られた｡
AberR etal.の研究
1991年,スウェーデンのグーテンベルグとキルナの2都市で､ 2,481人の7-9歳の児童
について断面研究が行われた｡窓ガラスの結露やカビによる被害といった自己申告による
"湿気…は,自己申告の噂息､アレルギー性鼻炎､湿疹に対して顕著な関連が見られ､中
でもカどの被害が最も強い危険因子であった｡
多くの研究は.自己申告による"湿気…と噛息や咳､曝喝といった呼吸器系の症状との
間にOR1.4から22のレンジで関連があるとしている(表2-5)｡ ORは咳において最も高
いようである｡また､いくつかの研究では頭痛､疲労､集中のしにくさ,腰痛､頻発性の
胃痛､吐き気といった症状との関連を報告している｡しかし…湿気"との関連は､呼吸器
系の症状と比べて弱いものと考えられる｡
表2　幼児の症状と住宅の湿気に関する研究
著者　　　　　　サンプル数　年鈴およびEg名　籍黒
血血nk一M, 1993　457F457　　3-4歳,カナダ　加湿器の使用と噂息の間に関連(OR 1.89)
Jaakkoh etれ1993　2568　　卜6歳,フィンランド湿気-の曝蕗を自己申告した住宅において持続性の咳仏OR 2.17),
疾仏OR 2.20),噂鳴(AOR 2.62),鼻詰まり仏OR 1.94)に対して
顕著な関連｡噂息と湿気の関連はみられず｡
Iklr, 1981　　　　　269　　0T5歳,ポリネシア　呼吸器系の機能が低い生後5ケ月の乳児は42%｡湿気に関する
間膏を抱えた住宅は､噂嶋の症状のない乳児においては36.8%,
やや噂鳴症状のある乳児では56.5%,噂境のひどい乳児では59.6%B
Lindforsctal., 1995 193β18 114歳,スウェーデン猫･犬に対して過敏に反応する幼児を持つ住宅において窓ガラス
の結露が頻繁に発生
NafhdetaL,1998　251m51　012歳,ノルウェー　気管閉塞に対して自己申告された湿気仏OR2.5),観潮された
湿気(AOR 3.8)が危険因子
Tadqetal., 1996　　　981　　4歳,イギリス　6%の幼児がカビに対して過敏に反応｡自己申告の湿気とカビに
対する過敏症とは関連なし
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表3　児童の症状と住宅の湿気に関する断面研究
著者
AJldrae ct a1., 1998
AJhush一nd Russet, 1997
BruRebceE, 1992a
DnLnekTeeL 1992a
Bmnebcel ct aL, 1989
Braback dれ1995
Cub et all 1995仲oy
Cugpers ct札, 1糊TI
Dabe d一し1994
D一b ctれ1991i
D肋ctれ1991
DqksLra eIれ1990
FbmbeTg et aL, 1997
Kelty et aL, 1996
u ct止, 1996a
Maier et aL 1997
NoTTTrLan el aL, 1994
NorrmaA eI aL. 199S
Ro別血ct iL 1998
SpeAdcl et aL, 1994
Sbchq 1998
Stacban ad EboA, 1986
St血一■d Sqdcrs, 19
Sbcbh et d., 1990
Ti抑れCt ▲L 1995
1.10
1.70　1.12
1.30　153
1.27　1.42
230
2.80
1.73
1.70
Waece軸kers e暮al･, I
Y細さet all, 19973
Abelg Ct a1., 1996
I.97　3.06
157　2.05
2. 12
3.01
1.41
1.91　1.61
3.62　037
1.60
1,56
I.87　1.43
2.81　1.75 2B　3.81
2_70　3.90
3.10　3.10
3.70
表4　児童の症状と住宅の湿気に関するケースコントロール研究
読,プル敷湿気賢そ緬著者
EhEIiCh el aI., 19%　　　368r294　　　135
haJIg,kimbl仇gh, 1997　25/19
Lilt al., 1997d　　　　　46r20r26　　　1.02 1･01
MohTr忙d ct lL, 1995　　　77I77　　4.9
StraCbah and Carey, 1995　486/475
vcrhocffct31,1995　　259J257 1･46 157　　　　1･7 1･9
vc血托freta)J995　　259r257 I.訟1.53　　　　1.18 1･26
Wicknatl et aJ., 1991　　53I54/53
WilliaTTLSOR el ll., 1997　102/196 1.93
williamsonelaL, 1997　　85I132　3.03 135
湿気漂鳥そ両面　コメント
寝室のカビ
風解の症状と
カどの数に関連あり
臭いと噂息3.19
零室のカビは喘鳴
と関連なし
申告された湿気と
カどの関連
親潤された湿気と
カどの開運
噂息とカどの弱い
関連
申告された湿気と
カどの国連
観測された湿気と
カどの関連
表5　大人の症状と住宅の湿気に関する研究
散田モ碓L
lj7　158　1.63
139　1.17　1J43
蒜扇｢去fFJLモ叫　粗__鼻.旦些_著者
zlruJPbBCL1992b(trLen)　3148　3･00　砥｢.I- 191　2･90　2j2　236
BrDnCbc41992b(wonez) 32淋　116　1m　125　1･45　1･40　1175
Jhlse et a1.,1991b　　　14948　　　　　　　136
het&1.,1997　　　　　　2041　　　　2.0　130
HynJJTLaT)etllり1990　　　345　2･20　2jO
Lict a1., 19g7b　　　　　　264
Liet aI., 1997C　　　　　　612
Norback et aIり1995　　　　47/47
Pi[honen ct a1., 1996　　　1460
RotLtSahiT)CA el a1., 1995　　268
Wacgematcrsdal･,1989　164
WaeecmaLcTSelalり1989　164
WiIliamsotl et a1., 1997　102/196　1.93
wiIIiarr蛤OTLela1., 1997　　85/132　3.03　135
3.90
I. 2
4.16
1.15
153　　2.30　　　　　　　1.58　17.45
1.38　　2. 1 4　　　　　　　1.39　　2.87
1.73　　1.37
223　　　　　　　　　　1.28
3.4$　　　　　　　　　　　4.79
1 35　　　　　　　　　　　4.06
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222　自己申告の"湿気…と医学的診断による健康に関する研究
このグループには14の研究が含まれ､このうち6つの研究において顕著な関連が報告さ
れている｡以下に例を示す｡
Brunekreefの研究
985人の児童において肺機能を診断した結果.自己申告のカどや"湿気"と肺機能の間に
はほとんど統計的な関連は見られなかった｡著者は､もし湿気に関する問題を抱えた住宅
の両親が呼吸器系の症状を過大評価するならば､健康な子供において症状が過大評価され
ているため､呼吸器系の症状と肺機能の相関はその子供において減じられるべきであると
主張している｡
cuiitKrSの研究
1995年にオランダの470人の小学生(6-12歳)について調査が行われた｡住宅の…湿
気" (湿気によるしみとカどの成長)と呼吸器系疾患の羅患率の情報は､児童の両親によっ
て回答されたアンケートによって得られている｡湿気によるしみとカどの成長がみられる
住宅はそれぞれ31.5%と23.4%であり､どちらの現象も見られる住宅は20%であった｡男
子においては湿気によるしみと慢性の咳の間にoR3.0の関連が見られたが､それ以外の症
状との関連は見られなかった｡女子においては"湿気"と症状の廟に関連はなかった｡ま
た､男子では,肺機能と湿気によるしみおよびカどの成長の間にわずかながら関係がみら
れた｡
Lindfors etal.の研究
スウェーデンにおいて1歳から4歳の噂息の幼児193人､正常な幼児318人を対象に,
アトピーの遺伝頼向.ペットやタバコの煙､住宅の"湿気"への曝露について評価した｡
患者についてはストックホルムの三つの病院のアレルギー診療室に照会した｡ 34人の患者
が皮膚に刺激を与えるテストで猫または犬に対するアレルギーとして分類された｡冬季の
寝室および居間の窓ガラスにおける結蕗が…湿気"に対する指標とされ.その発生は正常
者の住宅では22%,猫や犬に対して敏感ではない患者の住宅では26%､猫または犬に対す
るアレルギーを持つ患者の住宅では35%であった｡猫や犬のアレルゲンや周囲のタバコの
倭.湿気に関する問題を抱えた住宅への曝轟の組み合わされた状態では､猶や犬に敏感な
幼児のグループにおいて噂息に対するORは8.0にもなっていた｡しかし､患者と正常者の
間でカピによる機能障害に差は見られなかった｡
Ronnmark etal.の研究
スウェーデン北部の三つの町で7-8歳の児童3,431人を対象に断面調査を､ 2,149人の児
童を対象に10のアレルゲンに対する皮膚に刺激を与えるテストを実施した｡アンケートは､
呼吸器系の症状､家族の噂息に対する病歴､過去または現在の住宅の"湿気"､母親の喫煙
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習慣についての情報を得るために用いられた｡また､皮膚に刺激を与えるテストでは, 20%
が少なくとも1つのアレルゲンに対して陽性であった｡鳴息の主な危険因子は､家族の噂
息に対する病歴(oR3.2)､過去または現在の住宅の"湿気" (oRl.9)､男児(ORl.7)､喫煙
習慣のある母親(oRl.6)であり､これらの因子が組み合わされた状況下にいる児童では.
噛息に対してOR83という結果になった｡過敏症に関しては､喫煙習慣のある母親(oRl.6)
と都市部での居住(oRl.4)が危険因子であり､ …湿気"の影響は見られなかった｡
医学的に診断された噛息は､自己申告による噂息と同様な"湿気"への関連を示してい
るようである｡しかし､肺機能や過敏症に関するテストは"湿気"との関連がない.また
は弱いものであった｡
2.2.3　客観的兆候による…湿気"と自己申告による健康に関する研究
このグループには23の研究が含まれ客観的兆候や測定による…湿気"と自己申告によ
る症状の関連について調査している｡ここで"湿気"の客観的兆候は､専門家による調査
から発見され測定は室内の相対湿度や微生物などの湿度に関連した因千.境について行
った｡ 7つの内5つの研究で調査員が報告した…湿気"と健康影響の間に顕著な関連が見ら
れ､ 4つの内3つの研究で相対湿度と自己申告の健康において関連が見られた｡以下に例示
する｡
smedl'e et al.の研究
スウェーデン･ウプサラの無作為に選択した11の学校の13-14歳の生徒762人に対して
症状を調査するためのアンケートを実施した｡学校における曝露は28クラスで測定および
調査によって調べられた｡多くの生徒は､長い時間滞在し.低温､高湿度､高濃度のホル
ムアルデヒドで､目に見えるカどやバクテリアが存在する学校において､鳴息の症状を抱
えていた｡しかし､住宅または学校における客観的兆候による"湿気…と健康影響の間に
は関連はなかった｡
12の内10の研究において自己申告の健康影響と室内湿度に関連がみられ6つの研究で
は室内空気中のカどの胞子の濃度と健康影響の間に関連が見られたとの報告があった｡
論評した研究によって､長時間そこで過ごしてきた居住者は.ほんのわずかしか滞在し
ない調査員よりもより"湿気"が多いと報告する傾向が見られた｡また､一般に健康影響
と調査員の観察結果は居住者の報告よりも関連が強いことが分かっている｡
22.4　客観的兆侯による…湿気"と医学的診断による健康に関する研究
このグループでは､ 10の研究が含まれそのうちの7つにおいて…湿気"と健康影響の
間に関連がみられた｡以下に例示する｡
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Nafstad et aI.の併発
1992年､ 1993年にオスロで生まれた児童3,754人に対するコホ-ト研究は､気管閉塞の
進行に対する　…湿気"問題やダニへの曝露の役割を評価するため2年間にわたって行われ
た｡また･気管閉塞の患者と正常者それぞれ251人を対象としたケースコントロール研究
も実施された｡集められた情報から条件付のロジスティック回帰分析によって交路の影響
を修正した場合.両親が報告した"湿気"は幼い子供のときの気管閉塞と強い関連があっ
たhoR23)｡しかし､調査員によって確認された…湿気…はさらに強い危険因子であるこ
とが分かっている(AOR3.8)｡
Strachan and Sandersの研究
エジンバラの児童(7歳) 778人を対象とした断面研究で､室内の温湿度の呼吸器への影
響について研究された｡無作為抽出した児童らとは､呼吸器系の症状と住宅の状態につい
てのアンケートにて連絡をとった｡肺機能測定(運動後の努力性呼気肺活量)を行い､ま
た330の住宅で室内の温湿度を測定した｡自己申告の…湿気"は噛喝や咳といった症状と
関連があったが､室温や相対湿度と症状の間には関連は見られなかった｡
Verhoeffetal.の研究
259人の呼吸器系の症状のある児童(6-12歳)と, 257人の何の症状もない児童を含ん
だケースコントロール研究がオランダで実施された｡この対象者は両親がアンケートに回
答した7,632人の児童から無作為に抽出した｡調査では.児童が患者であるか正常者である
かを知らない調査員がすべての住宅を訪問し･ダニやカどの混合した状態に対してIgE (負
疫グロブリンE)と肺機能を測定した｡その結果,慢性の咳と自己申告の湿気の間に顕著な
関連が見られたが,調査員による観測された湿気との問には関係はみられなかった｡また､
ダニやカビに敏感な患者と比べて.敏感でない患者､敏感な正常者､敏感でない正常者の
ORがほぼ同じであることから､著者は湿気と呼吸器系の症状の関係は､ダニやカビに対す
る過敏症に依存している部分があるということを示していると解釈している｡しかし､こ
の結果はまた､観測された湿気と自己申告された湿気の間に差があることも示していると
解釈できる｡
wi皿iamson et aI.の.研究
医師によって噴息と診断された患者102人b～44歳)と年臥性別が一致した正常者
196人が"湿気"と噛息に関して調査された｡すべての対象者が住宅の状態や呼吸器系の症
状に関する質問を含んだ面接を行い､目に見えるカどの成長の存在および深刻さを主観的
に4点のスケ-ルで評価した｡また,噛息症状､薬物治療､努力性呼気肺活量の激しさを
基におのおのの患者について得点をつけた｡調査員は75%の住宅を調査し､その結果､患
者は正常者よりも…湿気…が観測されるような住宅で暮らしている割合が高い傾向があっ
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た｡噛息の激しさの増加に伴い､自己申告の``湿気''､測定された…湿気''共に多くなる傾
向も見られた｡さらに､住宅の総合した"湿気"のスコアと肺機能の間に顕著な負の相関
を示し､交絡要因を制御したあとでもこの関係がはっきり見られた｡
いくつかの研究より客観的測定に基づく"湿気"と医学的診断結果との関連が発見され
た｡ 2.2.2でも見られたように､肺機能のテスト結果よりも医師によって診断された健康影
響と"湿気…においてより強い関連があった｡
2.3　考察
-どの健康影響が湿気に関する問題を抱えた建物と関連があるのか｡一
論評による研究(100,000人以上の対象者を含む)が示しているように､いくつかの例外
を除いて､建物の…湿気''は咳や噂喝といった呼吸器系の症状や低い度合いではあるが噂
息の症状との関連があった｡相対的なリスクは､幼児､小児､大人に対しても､住宅や学
校､デイケアセンターといった施設に対しても同じであり､外部の気候にも関わらないこ
とが分かった｡
- "湿気"と健康の関連がバイアスによるものなのか｡一
報告された"湿気"と健康の関連性は選択バイアスや情報バイアス､または交格による
ものであることが考えられ何人かの著者はその可能性について議論していた｡
選択バイアス:研究に参加した人としない人の特性に違いがあるために.関連が過大評
価されてしまうことをいう｡ほとんどの断面研究において75-98%というかなり高い回答
率であったため､非回答分析において研究への参加者と非参加者の差は小さいものであっ
た｡
情報バイアス:思い出しバイアスと過剰診断バイアスがある｡思い出しバイアスの改善
法として臥調査､測定による…湿気…や医学的診断による健康影響を用いることがあげ
られる｡宕論としては,思い出しバイアスが``湿気''と健康影響の関連に対しての主な説
明であるということはないとしている｡過剰診断バイアスについてはテストをするのは困
難であるため,その関連を説明できるような反証をあげることで補正を行う｡しかし､ 2ま
たはそれ以上のオーダーでORが過剰診断バイアスによって生じることはないであろうと
結論付けられている｡
交絡:曝露要因と実際の関連性が第3の要因の影響によって過大評価されることをいう｡
多くの著者は､報告した関連の分析において社会経済的因子に対して修正を行っている｡
示された関連が真の因果関係を説明することができるかどうかを判断するときに､いく
つかのステップが慣習的に含まれている｡
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･時の関連(曝露要因の発生は影響よりも先に起こるということ)
･妥当性(関連が他の知識､メカニズム､動物実験からの証拠と一致すること)
･一致性(他の研究で同様の結果が示されること)
･強さ(相対的なリスク)
･服用量反応の関連(曝露の増加が影響の増加に繋がるということ)
･可逆性(可能な発生漁を取り除くことが病気のリスクの減少を導くこと)
･研究デザイン
結論として､ …湿気"と健康影響の真の関連に対する証拠は強いものである｡バイアスや
交格はいくつかには寄与しているが､報告された関連のすべてに対して寄与しているわけ
ではない｡
- …湿気''のどの要因が健康に関連があるのか｡ -
■●湿気"は､ダニ過敏症やアレルギー性の病気を誘引するダニの成長に関連していると
されている｡また､症状に対するリスクを増大させるのが空気中のカどやバクテリアであ
るとしている研究もある｡しかし､文献はこの点において一致していない｡したがって結
論としては､健康影響を引き起こす室内空気の湿気に関連した因子が何であるかは分から
ないということになる｡
- …湿気''に関する問題を抱えた建物の健康と関連する定義は存在するのか｡ -
"湿気"の概念は健康問題に関連する室内空気の湿気と躯体内の湿気の両方を含み､そ
こにはそれぞれ異なった…湿気…問題が存在する｡しかし､結論としては､より正確な健
康に関連した"湿気"の定義を与えることはできない｡
2.4　結論
"湿っだ'建物に居住したり勤務することは主に呼吸器系の症状のみならず､疲労や頭
痛といった症状へのリスクをも増加させる｡論評を行ったグループでは､ …湿気"と健康影
響の真の関連に対する証拠が強いと結論付けている｡しかし, …湿気"と健康影響の関連の
背後にあるメカニズムについて知識が限られているために"湿気"問題に介入することは
できない｡ただ"湿気''が健康に影響を及ぼしているという疑いは強く､湿気に関する問
題を抱えた住宅への居住が健康を改善するという徴候はない｡したがって､たとえその関
連性を説明することが科学への大きなチャレンジであったとしても､実際的なアドバイス
は､ "建物の湿気を回避しなさい｡…ということである｡
参考文献
C.-G･ Bomehag, G. BlomquisI, ctal･, Dampness in Buildings and Health -Nordic Interdisciplinary
Review of the ScieJ)tific Evidence on A岱OCiations belweeJ) Exposure to "Dampness''in Btlildings and
‖ea)th Effects, hdoor Air 2001 ; 1 1 :72-86
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資料
科学研究費補助金基盤研究B(1)
｢調湿･脱臭･吸着作用を持つゼオライトの各種建築用途への適用方法に関する研究｣
第1回打ち合わせ
【日時】:1999年5月29日(土)午後1時～4時
【場所】 :東北大学工学部建築学科8階建築環境工学研究室
【参加予定者】
吉野,亀山,池田,寒河江,松本克,光田,松本か三田村,天野,熊谷,入口,
太田,有路　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(敬称略)
▼議事次第
1.自己紹介
･各自の専門分野･研究内容の簡単な紹介
2.申請書の確認
･研究計画調書(昨年度申請時に提出)
･交付申請書(今年度5月提出)
3.研究内容と計画案
･三田村案の紹介(空気質･臭気の吸着に関する実験,住宅の温湿度･臭気環境に関する
実態調査)
･研究内容に関する議論
4.ゼオライトパネルについて
･松本清新東北化学工業(秩)研究開発室長より説明
5.ゼオライトパネルに関する過去の研究事例
･ 3棟の家屋模型による比較実験
･パッシブソーラー試験家屋における比較実験
･ゼオライトパネルを採用している戸建て住宅における長期実測
･ (高齢者施設における臭気の実態調査)
6.実験棟見学
･実験棟の見学
7.まとめ
･今後のスケジュールについて
●座談会
･お茶とお菓子をご用意しておりますので,ごゆっくりどうぞ｡
資料
科学研究費補助金基盤研究B(1)
｢調湿･脱臭･吸着作用を持つゼオライトの各種建築用途への適用方法に関する研究｣
第1回打ち合わせ議事録
1.日時:1999年5月29日(土)午後1時～4時
2.場所:東北大学工学部建築学科8階建築環境工学研究室
3.出席者:吉野,亀山,池田,寒河江,松本兵,光田,松本浩,三田村,天野,熊谷,入口,
太田,有路　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(敬称略)
4.配布資料
資料1･1 :第1回打ち合わせ議事次第
資料1･2 :平成11年度基盤研究B研究計画調書
資料1･3 :平成11年度科学研究費補助金交付申請書
資料1･4 :研究担当者名簿
資料1･5 :建築環境工学分野紹介文
資料1-6:亀山先生紹介文
資料1･7:池田先生紹介文
資料1･8:光田先生紹介文
資料1･9 :寒河江先生紹介文
資料1-10:野崎先生紹介文
資料1･11 :平成11年度研究計画案
資料1･12 :ゼオライトに関する過去の研究事例一建築環境工学研究室における研究-
資料1･13 :天然ゼオライト系呼吸性内装材(雑誌コピー)
資料1･14 :天然ゼオライト系呼吸性内装材パンフレット
資料1-15 :松本兵先生紹介文
5.自己紹介(資料1･5-1･10,資料1･15)
･各先生より専門分野･研究内容の簡単な紹介
6.申請書の確認(資料1･2, 1-3)
･研究計画調書及び交付申請書の内容を基に,研究費の申請額と交付額,研究分担者,研
究内容,研究計画,購入物品を確認｡ (吉野)
･本研究の目的について確認(知的所有権,特許の問題が考えられるが,本研究の目的は
製品開発を行うことでなく,ゼオライトパネルの性能把握や適用方法について検討する
ことを目的とする｡) (寒河江,亀山,松本括,吉野)
7.研究内容と計画案(資料1-ll)
･三田村案の紹介(空気質･臭気の吸着に関する実験,住宅の温湿度･臭気環境に関する
実態調査)
･空気汚染物質の吸着･分解作用に関する実験については,本研究では,建築空間レベル
資料
の実験を進めていく｡ (亀山,三田村)
8.ゼオライトパネルについて(資料1･13, 1･14)
･松本洪新東北化学工業(秩)研究開発室長より説明
9.ゼオライトパネルに関する過去の研究事例の紹介(資料1･12)
･ 3棟の家屋模型による比較実験
･パッシブソ-ラ-試験家屋における比較実験
･高齢者施設における臭気の実態調査
10.今後の予定
･第2回打ち合わせ　8月5日(木) 13:00～
ll.実験棟見学
･主に換気実験棟を見学
資Eij
科学研究史補助金.基盤研究B(1)
｢調湿･脱臭･吸着作用を持つゼオライトの各種建築用途への適用方法に関する研究J
第2回打ち合わせ
【日時】:1999年8月5日(木)午後1時～4時
【場所】 :東北大学工学部建築学科8階建集環境工学研究室
【参加予定者】
青野,池田,松本Jt,野崎,光EEl,寒河江,栓本港,三田村
▼議事次第
1.前回の議事の確認
･議事録を参照
2.設備備品の購入
･ガスクロマトグラフ
･恒温恒湿器
3.研究内容と計画案
1)住宅の温湿度･空気環境に関する実態調査(三田村)
2)空気汚染物質の吸着性能,脱臭性能に関する実験(三田村)
3)高齢者施設における臭気環境の実蕃調査(光臼先生)
4)研究内容に関する議論
4.ゼオライトパネルに関する過去の研究事例(前回の耗き)
･ゼオライレヾネルを採用している戸建て住宅における長期実朝(三田村)
5.まとめ
･今後のスケジュールについて
(敬称略)
資料
科学研究費補助金基盤研究B(1)
｢調湿･脱臭･吸着作用を持つゼオライトの各種建築用途への適用方法に関する研究｣
第2回打ち合わせ議事録
1.日時:1999年8月5日(木)午後1時～4時
2.場所:東北大学工学部建築学科8階建築環境工学研究室
3.出席者:吉野,池田,松本鼻,野崎,光田,寒河江,松本活,三田村(敬称略)
4.配付資料
資料2･1 :第2回打ち合わせ議事次第&第1回打ち合わせ議事録
資料2-2:島津キヤビラリガスクロマトグラフカタログ
資料2･3:恒温恒湿器カタログ
資料2･4 :平成11年度研究計画案(改訂版)
資料2･5 :ゼオライトパネルを採用している戸建て住宅における実測調査
資料2･6 :昨年度までに行った高齢者施設の臭気に関する研究について
資料2-7 ･.ゼオライトの臭気及び化学物質除去特性に関する研究(莱)
資料2･8 :調湿建材の建築内用途と効能
資料2･9 :酸化チタン光触媒反応のホルムアルデヒド, VOCに対する除去特性
資料2･10 :ハニカム担持酸化チタン光触媒による室内有機ガス状汚染物質の除去
資料2･11 :酸化チタン光触媒反応によるガス状汚染物質の除去
資料2-12 :酸化チタン光触蝶を用いたホルムアルデヒド分解紙の開発
資料2-13 :光触媒で99%分解(新聞記事)
5.前回の議事の確認(資料2･1)
･議事録を基に前回の打ち合わせでの議事内容を確認した｡
6.設備備品の購入(資料2･2, 2･3)
･今回申請した研究費で以下の大型物品を発注した｡
･ガスクロマトグラフ(島津製, GC-17A) (入荷は未定)
･恒温恒湿器(東京理化製, RCL･1000) (入荷は未定)
7.研究内容と計画案
1)高齢者施設における臭気に関する研究(資料2-6) (光田先生)
･昨年度までに行った高齢者施設内の臭気に関する研究について紹介があった〇
･大同工業大学の駐車場敷地内に老人ホームが建設される予定だが,そこでゼオライトパ
ネルの使用を検討できないか?
2)ゼオライトの臭気及び化学物質除去特性に関する研究(資料2･7) (野崎先生)
･ゼオライトパネルによる汚染物質の吸着性能に関する実験計画案の紹介があった｡
･他の汚染物質吸着製品との比較について検討する
資料
･最初は,単体材料での実験を行い,第二段階で複合材料としての実験を行う｡
3)住宅の温湿度･空気環境に関する実態調査(資料2･4) (三田村)
･住宅の温湿度･空気環境に関する実態調査計画案の紹介があった｡
･調査は二段階に分けて行う｡
･空気質については調査時期を選ぶ必要がある
･集合住宅でのサンプルは,マンション業界に委託が必要である｡
･次回,アンケート用紙を準備する｡
4)調湿建材の建築内用途と効能(資料2･8) (寒河江先生)
･様々な種類の調湿材料とその建築内用途について説明があった｡
5)酸化チタン光触媒の化学汚染物質の除去特性に関する研究事例(資料2･9-2･13)
(池田先生)
･酸化チタン光触媒の化学汚染物質の除去特性に関する研究事例について紹介があった｡
8.ゼオライトパネルに関する過去の研究事例(資料2･5)
･ゼオライトパネルを採用している戸建て住宅での実測結果について紹介があった｡
9.その他
･松本真先生は,ゼオライトパネルに関する物性値など,数値計算のためのデータの整理を
行う｡
･次回の打ち合わせにて"ゼオライト学会''の紹介を行う｡ (寒河江先生)
10.次回の予定
･日時は11月5-6日,場所は新東北化学工業(秩) ｢ゼオライトラボ｣, 1泊2日で行う｡
科学研究費補助金基盤研究B(1)
｢調湿･脱臭･吸着作用を持つゼオライトの各種建築用途への適用方法に関する研究｣
第3回打ち合わせのご案内と議事次第
1.日時:1999年11月5日(金) ～6日(土)
2.場所:新東北化学工業(株)ゼオライトラボ
(
住所:仙台市青葉区上愛子字倉内大森囲
Telmax : 022- 392-6580/6097
宿泊:作並温泉神の湯作並ホテル
Tel作､ax : 022-395-2341
3.出席予定者:吉野,亀山,池田,松本兵,野崎,光臥寒河江,松本浩,三田村(敬称略)
4.当日のスケジュール
●11月5日(金)
14:00- 15:00　　鉱山及び工場の見学
15:00-17:30　打ち合わせ会議(新東北化学工業ゼオライトラボ)
17:30-　　　　宿へ移動(神の湯作並ホテル)
18:30-　　　　夕食
●11月6日(土)
9:00-　　　　　宿を出発
10:00-　　　　解散(それぞれ大学,仙台駅へ)
5.交通
●新東北化学工業(樵)
JR仙台駅より仙山線に乗り換え,夢≠下車｡車で約10分｡
時刻表
仙台駅　　　　愛子駅
11:20　　　　　　11:48
12:59　　　　　　13:24(松本浩さんにより駅からラボまで車で送迎して頂けます｡)
●作並温泉神の湯作並ホテル
新東北化学工業ゼオライトラボより車で約20分
※自家用車(松本浩,三田村)で移動いたします｡
▼議事次第
1.前回の議事の確認
･議事録を参照
2.設備備品の納入
･恒温恒湿器
･ガスクロマトグラフ
3.研究経過及び計画案の報告
･今回予定されている報告
1)酸化チタン光触蝶に関する研究(亀山先生)
2)酸化チタン光触媒を付加したブレースボードの開発(松本浩氏)
2)ゼオライト学会の紹介(寒河江先生)
3)住宅の温湿度･空気環境に関する実態調査(三田村)
･その他の報告
池田先生,松本先生,野崎先生,光田先生
4.今後の研究スケジュール
･研究の分担と進め方について
5.まとめ
･次回打ち合わせの予定
科学研究費補助金基盤研究B(1)
｢調湿･脱臭･吸着作用を持つゼオライトの各種建築用途への適用方法に関する研究｣
第3回打ち合わせ議事録
1.日時:1999年11月5日(金) ～6日(土)
2.場所:新東北化学工業(秩)ゼオライトラボ
3.出席者:吉野,亀山,池田,松本真,野崎,光田,寒河江,松本浩,三田村(敬称略)
4.配布資料
資料3-I :第3回打ち合わせ議事次第
資料3･2 :第2回打ち合わせ議事録
資料3･3 :大型物品納入の連絡
資料3･4 :快適生活空間創出におけるゼオライト建材の役割
資料3･5 :有害物質の吸着分解能を有する建築材料
資料3-6 :機能性ゼオライトの合成と応用
資料3･7 : ZMPC 2000
資料3-8 :住宅の温湿度･空気環境に関する実態調査
資料3-9 :東北地方の戸建住宅における冷暖房システムに関するアンケート
資料3110 : Perceived Air Quality, Sick Building Syndrome(SBS) Symptomsand
productivityinan Office with Two Different Pollution Loads
資料3･11 : Dampness in B､lildings and Hearth･ hterdisciplinary Research atthe
lnternational Centre for Indoor Environment and Energy
資料3･12 :川村邸における室内空気質の測定
資料3･13 :コンクリート構造体の乾燥特性と室内環境
5.前回の議事の確認(資料3･2)
･議事録を基に前回の打ち合わせの議事内容を確認した｡
6.設備備品の納入(資料3･3)
･大型物品の納入について報告した｡
7.研究経過及び計画案の報告
･ゼオライト建材に関する資料の説明(寒河江氏)
･光触媒を塗布したゼオライトパネルの有害物質分解能に関する実験(松本浩氏)
･ゼオライト学会の紹介(寒河江氏)
･住宅の温湿度･空気環境に関する実態調査(三田村)
･東北ファーラム調査の紹介(吉野先生)
･ Damp buildingsの説明(吉野先生)
･川村邸における空気質実測結果(三田村)
･コンクリート構造体の乾燥特性に関する研究(寒河江氏)
8.次回打ち合わせの予定
･3月3日,石巻専修大学にて開催
科学研究費補助金基盤研究B(1)
｢調湿･脱臭･吸着作用を持つゼオライトの各種建築用途への適用方法に関する研究｣
第4回打ち合わせ議事次第
1.日時:2000年3月3日(金) 13:00-
2.場所:石巻専修大学亀山研究室
(
住所:石巻市南境新水戸1番地
Telmax : 0225-22-7716/7746
3.出席予定者:吉野,亀山,光田,寒河江,松本掛三田村,天野,熊谷(敬称略)
4.交通
石巻専修大学
･別紙参照｡
▼議事次第
1.前回の議事の確認
･議事録を参照
2.今年度の実績報告
･今年度の実績報告書の作成について
･今年度の実績報告
1)酸化チタン光触媒を付加したゼオライトパネルの汚染物質除去作用(亀山先生)
2)ゼオライトパネルを採用している戸建て住宅における実測(三田村)
3)住宅の温湿度･空気環境に関するアンケート調査(三田村)
4)戸建て住宅における室内空気質の実測(三田村)
5)高齢者施設における臭気環境に関する調査(光田先生)
･その他の報告
3.石巻専修大学の見学
4.今後の研究スケジュール
･来年度の予算
･来年度の研究計画と研究分担
5.まとめ
･次回打ち合わせの予定
科学研究費補助金基盤研究B(1)
｢調湿･脱臭･吸着作用を持つゼオライトの各種建築用途への適用方法に関する研究｣
第4回打ち合わせ議事録
1.日時:2000年3月3日(金) 13:00-
2.場所:石巻専修大学亀山研究室
3.出席者:吉野,亀山,光田,寒河江,三田村(敬称略)
4.配布資料
資料4･1 :第4回打ち合わせ議事次第
資料4･2 :第3回打ち合わせ議事録
資料4･3 :平成11年度研究報告書について
資料4･4 :吸着･分解型光触媒によるホルムアルデヒドの分解
資料4･5 :分解活性の高い光触媒の探索
資料4･6 :色素増感剤を用いた可視光化の検討
資料4･7 :でオラ小系調湿^.柵を採用している戸建て住宅の室内環境に関する長期実測
資料4･8 :室内空気環境のアンケート調査の企画
資料4-9 :室内空気質の調査結果一覧
資料4･10 :室内の低濃度臭気の測定法･高齢者施設における空気環境に関する研究
資料4･11 :調湿建材の建築内用途と効能
5.前回の議事の確認(資料4-2)
･議事録を基に前回の打ち合わせの時宜内容を確認した｡
6.今年度の実績報告書の作成について
･これまでの打ち合わせ会議での配付資料を基に,共有資料として平成11年度の研究報告
書をまとめる趣旨について説明した｡ (資料4･3)
･今年度の実績報告として,以下の報告があった｡
1)吸着･分解型光触媒によるホルムアルデヒドの分解,分解活性の高い光触媒の探索,
色素増感剤を用いた可視光化の検討に関する実験結果(亀山先生) (資料4･4-4-6)
2)ゼオライトパネルを採用している戸建て住宅における実測(三田村) (資料4･7)
3)住宅の空気環境に関するアンケート調査の企画(三田村) (資料4･8)
4)戸建て住宅における室内空気質の実測(三田村) (資料4･9)
5)室内の低濃度臭気の測定法と高齢者施設における臭気環境に関する調査(光田先生)
(資料4･10)
･ ｢調湿建材の建築内用途と効能｣に関する報告があった｡ (寒河江氏) (資料4･11)
7.亀山研究室の実験室の見学
8.今後の研究スケジュール
･次回の打ち合わせは, 4月28日(金) 15:00-東北大学吉野研究室にて行う予定｡
科学研究費補助金基盤研究B(1)
｢調湿･脱臭･吸着作用を持つゼオライトの各種建築用途への適用方法に関する研究｣
第5回打ち合わせ議事次第
1.日時:2000年4月28日(金) 15:00-
2.場所:東北大学大学院工学研究科都市･建築学専攻建築環境工学研究室
土木･建築棟8階(Telmax : 022-217-7885/7886)
3.出席予定者:吉野,亀山,池田,野崎,光田,寒河江,松本浜,三田村,天野
熊谷,高橋(敬称略)
欠席予定者:松本央
▼議事次第
1.前回の議事の確認
･議事録を参照
2.報告等
･昨年度の実績報告書の作成について
･今年度の研究計画
･大同工業大学構内駐車場に建設予定の高齢者施設でのゼオライトパネル施工について
･室内湿度･空気環境に関する調査について
･その他の報告
3.今後のスケジュール
4.まとめ
･次回の打ち合わせの予定
科学研究費補助金基盤研究B(1)
｢調湿･脱臭･吸着作用を持つゼオライトの各種建築用途への適用方法に関する研究｣
第5回打ち合わせ議事鐘
1.日時:2000年4月28日(金) 15:00-18:00
2.場所:東北大学大学院工学研究科都市･建築学専攻建築環境工学研究室
3･出席者:吉野,亀山,池田,光田,寒河江,松本活,三田村,天野,高橋(敬称略)
4.配付資料
資料5-1 :第5回打ち合わせ議事次第
資料5-2 :第4回打ち合わせ議事録
資料5･3 :平成11年度研究報告書の作成について
資料5･4 :本年度の研究実施計画
資料5･5 :室内空気環境のアンケート調査の企画
資料5-6 :アンケート調査用紙①
資料5･7 :アンケート調査用紙(塾
資料5･8 :高齢者施設におけるゼオライトパネル施工について
資料5-9 :住宅部品PLセンターへの相談傾向
資料5･10 :ゼオライトパネルの脱臭･吸着性能の定量的把握
5.前回の議事の確認(資料5･2)
･議事録を基に前回の打ち合わせの議事内容を確認した｡
6.昨年度(平成11年度)の研究報告書の作成について(資料5-3)
･研究報告書としてまとめた資料の内容を確認した｡
･書き込みのある資料については,各資料提供者に対して後日再提出をお願いする｡
･本報告書は内部資料であることを確認し,最終報告書に掲載するか否かは再検討する｡
7.今年度の研究計画について(資料5･4)
･今年度の研究実施計画について確認した｡
8.高齢者施設でのゼオライトパネル施工について(資料5･8)
･施工に当たって,施設側からの質問事項についての報告があり,それについて検討した｡
(光田先生)
･施設側へのゼオライトパネルに関する資料提出については松本浩氏が提供する｡
･施工する室数については,施設側へは20室程度を目安に提案し,交渉する｡
･施工後の諸問題について検討した｡
9.室内湿度･空気環境に関する調査について(資料5-5, 5･6)
･アンケート調査の企画と調査用紙案についての報告があった｡ (三田村)
･調査用紙については,質問項目を削減し再検討する｡
10.住宅部品PLセンターへの相談傾向についての報告(資料5･9)
･住宅部品PLセンターへの相談傾向についての報告があった｡ (寒河江氏)
ll.ゼオライトパネルの脱臭･吸着性能の定量的把握に関する実験計画(資料5110)
･平成11年度の研究成果と本年度の実施計画についての報告があった｡ (亀山先生)
12.まとめ
･次回の打ち合わせは, 7月28日,東北文化学園大学野崎研究室にて開催を予定｡
･野崎研究室の実験施設の見学を行う予定｡
科学研究費補助金基盤研究B(1)
｢調湿･脱臭･吸着作用を持つゼオライトの各種建築用途への適用方法に関する研究｣
第6回打ち合わせ議事次第
1.日時:2000年8月2日(水) 13:00-
2.場所:東北文化学園大学1号館3階第4会議室(Telmax : 022･23315054/7941)
3.出席予定者:吉野,松本兵,野崎,光田,寒河江,松本か天野,高橋(敬称略)
欠席予定者:池田,亀山
▼議事次第
1.前回の議事の確認
･議事録を参照
2.報告等
･昨年度の実績報告書について
･大同工業大学構内駐車場に建設予定の高齢者施設でのゼオライトパネル施工
及び実測について
･室内湿度･空気環境に関する調査について
･ゼオライトのガス状物質の吸着特性について
･その他の報告
3.東北文化学園大学実験施設の見学
4.今後のスケジュール
5.まとめ
･次回の打ち合わせの予定
科学研究費補助金基盤研究B(1)
r粛渥･脱臭･吸着作用を持つゼオライトの春樹算用途への適用方法に尉する研究.I
第6回打ち合わせ議事録
1.日時:2000年8月2日(金) 13:00-
2.場所:東北文化学園大学1号館3階第4会議室
3.出席者:吉野,松本兵,野崎,光田,寒河江,松本か天野,高橋(敬称略)
4.配付資料
資料6･1 :第6回打ち合わせ議事次第
資料6･2 :第5回打ち合わせ議事録
資料6･3 :室内化学物質汚染の低減化対策に関する研究
資料6･4 :建材部位別のベイクアウト効果について
資料6-5 :ゼオライト系内装建材に関する研究計画
資料6･6 :室内湿度･室内空気質と居住者の健康性に関する調査
資料617 :住宅の空気環境･省エネ計画技術｢キヤナリープラン｣
資料6-8:シックハウス対策マンションについて
5.前回の議事の確認(資料6-2)
･議事録を基に前回の打ち合わせの議事内容を確認した｡
6.昨年度(平成11年度)の研究報告書について
･報告書を配布して､意見を伺った｡
7.高齢者施設でのゼオライトパネル施工について
･現在､施工実験中であるとの報告があった｡ (光田先生)
リ1ネルの設置場所は個室天井とする｡
･設置する部屋において二敢化チタンを担持したものとしないものの比較も行う｡
･科研費より材料代の支給を行う｡
8.室内化学物質汚染の低減化対策に関する研究､建材部位別のベイクアウト効果について
(資料6･3 6-4)
･室内化学物質汚染の低減化対策に関する研究､建材部位別のベイクアウト効果について
の報告があった｡ (野崎先生)
9.ゼオライト系内装建材に関する研究計画(資料6･5)
･ゼオライト系内装建材に関する研究計画についての報告があった｡ (松本先生)
10.室内湿度･空気環境に関する調査について(資料6･6)
･調査対象･調査方法についてと前調査の集計結果の報告があった｡ (高橋)
11.住宅の空気環境･省エネ計画技術rキヤナリープラン｣､シックハウス対策マンション
について(資料6･76･8)
･住宅の空気環境･省エネ計画技術｢キヤナリープラン｣､シックハウス対策マンションに
ついての報告があった｡ (寒河江氏)
12.まとめ
･次回の打ち合わせは, 9月22日, 14:00より開催を予定｡
科学研究費補助金基盤研究B(1)
｢調湿･脱臭･吸着作用を持つゼオライトの各種建築用途への適用方法に関する研究｣
第7回打ち合わせ議事次第
1.日時:2000年9月22日(金) 14:00-
2.場所:東北大学大学院工学研究科　都市･建築学専攻　建築環境工学研究室
土木･建築棟8階(Telmax : 022･217･7885/7886)
3.出席予定者:吉野,寒河江,松本掛高橋(敬称略)
欠席予定者:池田,亀山,松本兵,野崎,光田
▼議事次第
1.前回の議事の確認
･議事録を参照
2.報告等
･大同工業大学構内駐車場に建設予定の高齢者施設でのゼオライトパネル施工
及び実測について
･室内湿度･空気環境に関する調査について
･脱臭･吸着に関する資料
･その他の報告
3.今後のスケジュール
4.まとめ
･次回の打ち合わせの予定
科学研究費補助金基盤研究B(1)
r調湿･脱臭･吸着作用を持つゼオライトの各種建築用途への適用方法に関する研究｣
第7回打ち合わせ議事録
1.日時:2000年9月22日(金) 14:00-
2.場所:東北大学　土木･建築棟8階　建築環境工学研究室
3.出席者:吉野,寒河江,松本か高橋(敬称略)
4.配付資料
資料7･1 :第7回打ち合わせ議事次第
資料7･2 :第6回打ち合わせ議事録
資料7･3 :室内湿度･室内空気質と居住者の健康性に関する調査中間報告
資料7･4 : JSTM　調湿建材の吸放湿性試験方法
資料7･5 :ゼオライトパネルの吸放湿メカニズムについて
5.前回の議事の確認(資料7-2)
･議事録を基に前回の打ち合わせの議事内容を確認した｡
6.高齢者施設でのゼオライトパネル施工について
･チタンを担持する部屋数について､ 1人部屋12室という提案があった｡
･ 260 m8分の材料提供の提案があった｡ (松本浩氏)
7.室内湿度･空気環境に関する調査について(資料7･3)
･調査の単純集計結果の報告があった｡ (高橋)
8.ゼオライトパネルの吸放湿メカニズムについて(資料7･4, 7-5)
･ゼオライトパネルの吸放湿メカニズム及び調湿建材の吸放湿性試験方法についての報告
があった｡ (寒河江氏)
9.まとめ
･次回の打ち合わせは, 12月11日開催を予定｡
科学研究費補助金基盤研究B(1)
｢調湿･脱臭･吸着作用を持つゼオライトの各種建築用途への適用方法に関する研究｣
第8回打ち合わせ議事次第
1.日時:2001年3月26日(月) 13:30-
2.場所:大同工業大学白水校舎4号館(Tel : 052･612-5571)
3.出席予定者:吉野,池田,松本兵,光田,寒河江,松本絵,高橋(敬称略)
欠席予定者:野崎,亀山
▼議事次第
1.前回の議事の確認
･議事録を参照
2.報告等
･本年度報告書目次案について
｢光触媒により生成する活性酸素の測定と生体影響評価に関する検討｣について
･大同工業大学構内駐車場に建設予定の高齢者施設でのゼオライトパネル施工
及び実測について
･ゼオライトパネルに関する資料
･室内湿度･空気環境に関する調査について
･その他の報告
3.今後のスケジュール
4.まとめ
･次回の打ち合わせの予定
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科学研究費補助金基盤研究B(1)
｢調湿･脱臭･吸着作用を持つゼオライトの各種建築用途への適用方法に関する研究｣
第8回打ち合わせ議事録
1.日時:2001年3月26日(月) 13:30-
2.場所:大同工業大学白水校舎4号館
3.出席者:吉野,池田,松本共,光田,寒河江,松本浩,高橋(敬称略)
4.配付資料
資料8-1 :第8回打ち合わせ議事次第
資料8･2 :第7回打ち合わせ議事録
資料8･3 :平成12年度研究報告書の作成について
資料8･4 :光触媒により生成する活性酸素の測定と生体影響評価に関する検討について
資料8･5 :高齢者施設内の臭気測定と対策に関する研究について
資料8･6 :高齢者施設の居室内の臭気測定計画について
資料8･7 :室内化学物質空気汚染防止に配慮した住宅設計について
資料8-8 :室内湿度･空気質と居住者の健康性に関する夏期調査について
資料8･9 :秋田の高断熱高気密住宅における空気質と温湿度に関する実測調査について
5.前回の議事の確認(資料8･2)
･議事録を基に前回の打ち合わせの議事内容を確認した｡
6.平成12年度研究報告書の作成について(資料8･3)
･平成12年度研究報告書目次案の検討を行った｡
･今年度の実績報告として､以下の報告があった｡
1)光触媒により生成する活性酸素の測定と生体影響評価に関する検討について(池田先
生) (資料8･4)
2)高齢者施設内の臭気測定と対策に関する研究について(光田先生) (資料8･5)
3)室内化学物質空気汚染防止に配慮した住宅設計について(寒河江氏) (資料8･7)
4)室内湿度･空気質と居住者の健康性に関する夏期調査について(高橋) (資料8･8)
5)秋田の高断熱高気密住宅における空気質と温湿度に関する実測調査について(松本先
生) (資料8-9)
7.高齢者施設の居室内の臭気測定計画について(資料8-6)
･高齢者施設の居室内の臭気測定計画について検討した｡ (光田先生)
8.ゼオライトパネルを貼付した高齢者施設の見学
9.まとめ
･次回の打ち合わせは, 6月1日13:00-東北大学吉野研究室にて開催を予定｡
･ゼオライトパネルを貼付した保育園(西多賀)を見学｡
科学研究費補肋金基盤研究B(1)
｢調湿･脱臭･吸着作用を持つゼオライトの各種建築用途への適用方法に関する研究｣
第9回打ち合わせ法事次第
1.日時:2001年6月1日(金) 13:00-
2.場所:東北大学大学院工学研究科　都市･建築学専攻　建築環境工学研究室
土木･建築棟8階(TeuFax : 022･217･7885/7886)
3.出席予定者:吉野,池EIl,野崎,光田,寒河江･松本浜･長谷川,三田村,天野･高橋
(敬称略)
欠席予定者:亀山,松本典
▼議事次第
1.前回の議事の確認
･議事録を参照
2.報告等
･大同工業大学構内の高齢者施設での臭気に関する実測について
･ゼオライトパネルを貼付した保育園の概要について
･ Full Scale Testing oflndoor Humidityand Moisture Buffering in Building Materials
･室内湿度･空気環境に関する冬期調査について
･その他の報告
3.今後のスケジュール
4.まとめ
･次回の打ち合わせの予定
科学研究費補助金基盤研究B(1)
｢調湿･脱臭･吸着作用を持つゼオライトの各種建築用途への適用方法に関する研究｣
第9回打ち合わせ議事録
1.日時:2001年6月1日(金) 13:00-
2.場所:東北大学大学院工学研究科　都市･建築学専攻　建築環境工学研究室
3.出席者:吉野,池田,松本鼻,野崎,光田,寒河江,松本括,長谷川,三田札天野,
高橋(敬称略)
4.配付資料
資料9･1 :第9回打ち合わせ議事次第
資料9･2 :第8回打ち合わせ議事録
資料9･3 :平成13年度科学研究費補助金交付申請書
資料9-4 : JIS調湿建材の吸放湿性試験方法
資料9-5 : Full Scale Testing of hdoor Humidityand Moisture Buffering in Building Materials
資料9･6 :室内湿度･空気質と居住者の健康性に関する冬期調査について
資料9･7 :室内湿度･空気質と居住者の健康性に関する夏期調査について
資料9-8 :ゼオライトパネルを貼付した保育園の概要について
資料9-9 :高齢者施設内における臭気の制御方法に関する研究　第1報
資料9･10 :高齢者施設内の臭気の制御方法に関する研究　第2報
資料9･11 :平成12年度研究報告書
5.前回の議事の確認(資料9･2)
･議事録を基に前回の打ち合わせの議事内容を確認した｡
6.平成13年度科学研究費補助金交付申請書(資料913)
･平成13年度科学研究費補助金交付申請書についての報告があった｡
7. JIS調湿建材の吸放湿性試験方法(資料9-4)
･ JIS調湿建材の吸放湿性試験方法(秦)についての説明があった｡ (寒河江氏)
8. Full Scale Testing of Indoor Humidity and Moisture Buffering in Building Materials (資料9･5)
･ Full Scale Tbsting of hdoor Humidity and Moisture Buffering in Building MaterialSについての
報告があった｡ (三田村)
9.室内湿度･空気質と居住者の健康性に関する冬期調査について(資料9･6)
･室内湿度･空気質と居住者の健康性に関する冬期調査についての報告があり､居住者の
健康に対する質問の仕方に関する指摘などをいただいた｡ (高橋)
10.高齢者施設内における臭気の制御方法に関する研究(資料9-9､ 9-10)
･高齢者施設内における臭気の制御方法に関する研究についての報告があった｡ (光田先生)
･大同工業大学構内の高齢者施設における実測は6月に実施予定｡
ll.平成12年度研究報告書(資料9･11)
･報告書は内部資料であることを確認した｡
12.ゼオライトパネルを貼付した保育園(西多賀)の見学(資料9･8)
13.まとめ
･次回の打ち合わせは, 8月28日14:00-鹿島技術研究所(東京)にて開催を予定｡
･鹿島技術研究所の施設を見学予定｡
科学研究費補助金基盤研究B(1)
｢調湿･脱臭･吸着作用を持つゼオライトの各種建築用途への適用方法に関する研究｣
第10回打ち合わせ議事次第
1.日時:2001年8月28日(火) 14:00-
2.場所:鹿島建設技術研究所西調布実験場20号館応接室
3.出席予定者:吉野,亀山,池田,松本真,野崎,寒河江,松本浜,亀山紘之,三田村,高橋
(敬称略)
欠席予定者:光田
▼議事次第
1.前回の議事の確認
･議事録を参照
2.報告等
(》技術研究所紹介　パンフレット(1 0分)
②研究報告(1 00分)
･新しい光触媒材料の開発について
･室内湿度と建材の吸放湿効果に関する実大実験について
･住宅の温湿度･空気質実態調査結果について
･秋田県立大学における人工気象室研究計画について
･鹿島の取組み(空気質･ゼオライトパネル･キャナリープラン等)
③見学･説明ポイント(45分)
･ゼオライトパネルの吸放湿実験(TEPS 2)
･空気質ラボ(実験施設)
3.今後のスケジュール
4.まとめ
･次回の打ち合わせの予定
科学研究費補助金基盤研究B(1)
｢調湿･脱臭･吸着作用を持つゼオライトの各種建築用途への適用方法に関する研究｣
第10回打ち合わせ議事録
1.日時:2001年8月28日(火) 14:00-
2.場所:鹿島建設技術研究所西調布実験場20号館応接室
3.出席者:吉野,亀山,池田,松本井,野崎,寒河江,松本漁,亀山払之,三田村,高橋
(鹿島技研の方:荒井,権藤,涌井,武鹿) (敬称略)
4.配付資料
資料10･0 :第9回打ち合わせ議事録
資料10･1 :第10回打ち合わせ議事次第
資料10･2 :ゼオライトと光触媒を組み合わせた室内環境汚染物質の分解技術
資料1013 : Fun Scale Testing of hdoor Humidity and Moisture Buffering in Building Materials
資料10･4 :室内湿度･空気質と居住者の健康に関する調査
資料10･5 :ゼオライト系内装建材に関する研究計画(2)
資料10･6･.キャンパスガイド　秋田県立大学
資料10･7 :住宅の空気環境･省エネ計画技術｢キャナリープラン｣
資料10･8 :室内空気質の計測･診断技術
資料10･9 :軽やかな健康空間を目指して
資料10･10 :超清浄実験施設｢空気質ラボ｣
資料10-ll :ゼオライトフォーラム　ゼオライトの民間技術開発の最前線
5.鹿島技術研究所紹介
･鹿島技術研究所の概要についての紹介があった｡
6.ゼオライトと光触媒を組み合わせた室内環境汚染物質の分解技術(資料10･2)
･天然モルデナイトと酸化チタン光触媒を組み合わせて使用した場合の吸着特性および酸
化分解特性についての説明があった｡ (亀山先生)
7. Full Scale Testing of hdoor Hmidity and Moisture BufferiJIg in Building Materials (資料10･3)
･デンマークで行った室内湿度と建材の吸放湿効果に関する実験についての報告があった｡
(三田村)
8.室内湿度･空気質と居住者の健康に関する調査(資料10･4)
･夏期と冬期の調査結果についての報告があった｡ (高橋)
9.秋田県立大学における人工気象室研究計画について(資料10･5､ 10･6)
･秋田県立大学人工気象室の概要と研究計画についての説明があった｡ (松本其先生)
10.鹿島の取り組み(資料10･7-10･11)
･空気質､キャナリープラン等についての説明があった｡ (寒河江氏)
ll.鹿島技術研究所実験施設見学
･ゼオライトパネルの吸放湿実験､空気質ラボの見学をした｡
12.まとめ
次回の打ち合わせは, 11月16日13:30-東北大学吉野研究室にて開催を予定｡
科学研究費補助金基盤研究B(1)
｢調湿･脱臭･吸着作用を持つゼオライトの各種建築用途への適用方法に関する研究｣
第11回打ち合わせ議事次第
1.日時:2001年11月16日(金) 13:30-
2.場所:東北大学大学院工学研究科　都市･建築学専攻　建築環境工学研究室
土木･建築棟8階(Telmax : 022･217･7885/7886)
3.出席予定者:吉晩亀山,拠転光田,寒河氾松本か亀1七秒三脚寸,天晩高橋微勅略)
欠席予定者:池田,野崎
▼議事次第
1.前回の議事の確認
･議事録を参照
2.報告等
･大同工業大学構内の高齢者施設の調査結果について
･最終報告書目次案
･建物の湿気と健康について
･その他の報告
3.今後のスケジュール
4.まとめ
･次回の打ち合わせの予定
科学研究費補助金基盤研究B(1)
｢調湿･脱臭･吸着作用を持つゼオライトの各種建築用途への適用方法に関する研究｣
第11回打ち合わせ議事録
1.日時:2001年11月16日(金) 13:30-
2.場所:東北大学大学院工学研究科　都市･建築学専攻　建築環境工学研究室
3.出席者:吉野,亀山,松本兵,光田,寒河江,松本浩,亀山拡之,三田札天野,高橋
(敬称略)
4.配付資料
資料11･0 :第11回打ち合わせ議事次第
資料11･1 :第10回打ち合わせ議事録
資料11･2 :高齢者施設の個室におけるゼオライトパネルの脱臭効果
入居から6ケ月間の調査結果について
資料11-3 :高齢者施設における低濃度臭気の測定法に関する研究
資料11･4 :高齢者施設の居室における空気質測定法に関する研究
第1報　連続測定が可能なセンサによる実測例
資料11･5 :新しい水溶性チタン化合物を用いた酸化チタンの調製とその光触媒特性
資料11･6 :最終研究報告書の作成について
資料11･7 : ASHRAE IAQ 2001 Conference
資料11･8 :建物の湿気と健康
資料11･9 : Dampness in Buildings and Health
資料11･10 :新たな建築空間へのゼオライト利用
5.前回の議事の確認(資料11･1)
･議事録を基に前回の打ち合わせの議事内容を確認した｡
6.高齢者施設における臭気測定について(資料11･2, 11･3, 11･4)
･高齢者施設における臭気測定結果及び空気質測定法についての報告があった｡ (光田先生)
･測定は､今後も続行する予定｡臭気源の物質の特定も行う｡
7.吸着分解型光触媒について(資料11･5)
･新しい水溶性チタン化合物を用いた酸化チタンの調製とその光触媒特性についての報告
があった｡ (亀山先生)
8.最終研究報告書の作成について(資料11･6)
･最終研究報告書の目次案を提示し､方針を検討した｡ (三田村)
9. ASHRAE hQ 2001 Confercnceについて(資料11･7)
･ ASHM mQ 2001 Conferenceについての報告があった｡ (三田村)
10.建物の湿気と健康に関するレビュー論文の紹介(資料11･8, 11･9)
･建物の湿気と健康に関するレビュー論文の紹介をした｡ (高橋)
ll.新たな建築空間へのゼオライト利用について(資料11･10)
･新たな建築空間へのゼオライト利用についての紹介があった｡ (寒河江氏)
12.まとめ
･次回の打ち合わせは, 3月15日15:00-東北大学建築環境工学研究室にて開催を予定｡
･打ち合わせ会議終了後懇親会を予定｡
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